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　わたしたちは、

１　地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。

１　環境・文化・福祉への貢献を通じて、安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。

１　ＪＡへの積極的な参加と連帯によって、協同の成果を実現しよう。

１　自主・自立と民主的運営の基本に立ち、ＪＡを健全に経営し信頼を高めよう。

１　協同の理念を学び実践を通じて、共に生きがいを追求しよう。

Ｊ　Ａ　綱　領

　－わたしたちＪＡのめざすもの－　

　わたしたちＪＡの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な定義・価値・原則（自主、自
立、参加、民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動します。
　そして、地球的視野に立って環境変化を見通し、組織・事業・経営の革新をはかります。
さらに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、より民主的で公正な社会の実現に
努めます。
　このため、わたしたちは次のことを通じ、農業と地域社会に根ざした組織としての社会的
役割を誠実に果たします。
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Ｊ Ａ ： ＪＡ共済の窓口です。

ＪＡ共済連 ： ＪＡ共済事業の企画・開発・資産運用業務や支払共済にかかる準備金

の積み立てなどを行っています。

共済契約

ＪＡ
＋

ＪＡ共済連
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役員

ＪＡなめがたしおさい REPORT

　　　　（令和６年５月１日　現在）

役　　　職　　　名 氏　　　　　　名 摘　　要
代 表 理 事 組 合 長 安 藤 昌 義 子会社3社取締役、認定農業者

代 表 理 事 専 務 野 口 久 穂 総務企画担当、リスク審査担当、子会社2社取締役、認定農業者

代 表 理 事 専 務 金 田 富 夫 営農経済担当、子会社3社取締役、実践的能力者

常 務 理 事 阿 部 尚 毅 信用事業専任理事、実践的能力者

理 事 （ 非 常 勤 ） 森 内 泰 男 総務企画委員長

理 事 （ 非 常 勤 ） 方 波 見 等

理 事 （ 非 常 勤 ） 今 村 太 一

理 事 （ 非 常 勤 ） 東 峰 守

理 事 （ 非 常 勤 ） 箕 輪 幸 己 リスク管理委員長

理 事 （ 非 常 勤 ） 池 田 勇

理 事 （ 非 常 勤 ） 八 木 照 男

理 事 （ 非 常 勤 ） 髙 橋 克 美

理 事 （ 非 常 勤 ） 大 川 喜 美

理 事 （ 非 常 勤 ） 花 形 新 吾

理 事 （ 非 常 勤 ） 髙 島 東 弘 美 女性理事

理 事 （ 非 常 勤 ） 坂 本 行 祥

理 事 （ 非 常 勤 ） 小 沼 正 二

理 事 （ 非 常 勤 ） 河 須 﨑 勝 男

理 事 （ 非 常 勤 ） 額 賀 啓 子 女性理事

理 事 （ 非 常 勤 ） 石 橋 栄

理 事 （ 非 常 勤 ） 根 崎 実 千 代 女性理事、くらしの活動委員長

理 事 （ 非 常 勤 ） 宮 本 勝 美

理 事 （ 非 常 勤 ） 山 中 雅 典 金融共済委員長

理 事 （ 非 常 勤 ） 大 塚 徹

理 事 （ 非 常 勤 ） 堀 田 悟

理 事 （ 非 常 勤 ） 宮 内 勝 也 営農経済委員長

理 事 （ 非 常 勤 ） 新 橋 康 成

理 事 （ 非 常 勤 ） 安 藤 照 夫

理 事 （ 非 常 勤 ） 金 田 弥 生 女性理事

理 事 （ 非 常 勤 ） 永 作 善 亮

理 事 （ 非 常 勤 ） 長 谷 川 浩 士

理 事 （ 非 常 勤 ） 島 村 一 寿

理 事 （ 非 常 勤 ） 須 田 悦 充

代 表 監 事 石 橋 守

常 勤 監 事 野 口 庄 壽 子会社3社監査役

員 外 監 事 大 川 秀 治

監 事 （ 非 常 勤 ） 比 嘉 信 雄

監 事 （ 非 常 勤 ） 溝 口 喜 典

監 事 （ 非 常 勤 ） 大 槻 博 一

監 事 （ 非 常 勤 ） 関 川 隆

監 事 （ 非 常 勤 ） 沼 田 一 男

役員構成
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平成31年 2月1日

平成31年 3月22日

令和元年 10月9日

令和2年 8月1日

令和4年 11月2日

令和5年 3月13日

令和5年 3月31日

令和5年 7月25日

令和5年 10月20日

茨城県銘柄産地指定更新交付式（エシャレット・みず菜・春菊・わさ
び菜）

須田資材センターリニューアルオープン

JAなめがたしおさいの高速ラッピングバス運行開始

茨城県銘柄産地指定更新交付式（せり・玉造いちご）

真空予冷装置竣工式

茨城県銘柄産地指定更新交付式（神栖・鹿嶋地区ピーマン）

年　　　月　　　日 主な出来事
なめがたしおさい農業協同組合設立（しおさい農協、なめがた農協）

茨城県銘柄産地指定更新交付式（甘藷）

北部甘藷キュアリング処理・貯蔵施設竣工式

令和元年 9月25日

「行方かんしょ」地理的表示（GI）保護制度登録証授与式
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須田資材センター

なめがたサービス潮来ホール

楽郷（直売所）

なめがた地域
医療センター売店

なめがたサービス麻生ホール

なめがた農機燃料（株）本社

なめがたサービス
中央ホール
家族葬ホール

波野集荷場

大野地区育苗センター

店
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　　資料編では資産・負債、損益、各事業の実績等に関する事項について、項目ごとにまとめ
　たり、注記を付けたりして理解しやすいようにしております。
　　なお、金額・比率は単位未満を切り捨てにより表示しております。
　　よって、合計が一致しない場合があります。

経営資料編
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）有価 （ 形態の 出資を ）の評価基準及び評価方法
子会社 　　　　　 法による 価法
その他有価

価のあるもの 期 日の市場価 等に基づく 価法（評価 額は 資産直 法により 理し、
価は 法により算定）

　 価のないもの 法による 価法

（２） 資産の評価基準及び評価方法
品（一品 理）　　　　 総 法による 価法

（収益性の による簿価 げの方法）
　　　 品（グループ 理）　　 価 元法による 価法
　　　　　　　　　　　　　　　　　（収益性の による簿価 げの方法）

品（ ）　　　　　　　 総 法による 価法
（収益性の による簿価 げの方法）
その他の 資産　　　　　 最 価法による 価法
（収益性の による簿価 げの方法）

（４）引当金の計上基準
　貸倒引当金

貸倒引当金は、あらか め定めている資産 定要 、経理規 及び資産の ・引当基準に則り、次のと
おり計上しております。破産、 別 算等法的に経営破綻の事実が 生している債務者（破綻先）に係る債権及
びそれと同等の状況にある債務者（実 破綻先）に係る債権については、債権額から、担保の 分可能見 額及
び保 による回収可能見 額を控除し、その 額を計上しております。

また、 在は経営破綻の状況にないが、 経営破綻に陥る可能性が きいと認められる債務者に係る債権に
ついては、債権額から担保の 分可能見 額及び保 による回収可能額見 額を控除し、その 額のうち、債務
者の支払能力を総合的に判断して 要と認められる額を計上しております。破綻 先に対する債権のうち債権
の元本の回収に係るキャッシュ・フローを合理的に見積ることができる債権については、当該キャッシュ・フ
ローと債権の帳簿価額から担保の 分可能見 額及び保 による回収可能見 額を控除した 額との 額を引き
当てております。

上記以 の債権については、主として １年間の予 損失額又は ３年間の予 損失額を見 んで計上し
ており、予 損失額は、１年間又は３年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率等の の一定期間における

に基づき損失率を め、算定しております。
す ての債権は、資産 定要 に基づき、融資担当 等が資産 定を実施し、当該 から独立した資

産監 が 定 を監 しており、その 定 に基づいて上記の引当を行っております。

（３）固定資産の減価 の方法
　有形固定資産

定率法を 用しております。た し、 成10年4月1日以降に取得した建物（建物 設備を除く） びに 成
28年4月1日以降に取得した建物 設備及び構築物については、定額法を 用しております。

用年 及び 存価額については、法 法に規定する方法と同一の基準によっております。

取得価額10 円以上20 円 の一 減価 資産については、法 法の規定に基づき、3年間で 等 を
行っております。

取得価額が30 円 の 額減価 資産については、 別 置法等の規定に基づき、本年度一 し
ております。

形固定資産
　定額法を 用しております。

　 与引当金
　 員に対して支 する 与の支出に てるため、支 見 額のうち当事業年度 担分を計上しております。

決算の状況

■
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（５）収益及び 用の計上基準
フ イ ン ・ ー 取引に係る収益の計上基準
　 ー 受取 に 上高と 上 価を計上する方法によっております。

主要な事業における収益の計上基準
当組合は、「収益認識に関する会計基準」（ 業会計基準第29号2020年３月31日）及び「収益認識に関する会

計基準の 用 針」（ 業会計基準 用 針第30号2021年３月26日）を 用しており、約 した財又は ー
の支 が利用者等に した で、もしくは、 するにつれて当該財又は ー と に受け取ると見
まれる金額で収益を認識しております。
　主要な事業における主な 行 務の内容及び収益を認識する通 の は以 のとおりであります。

　 事業

引当金

員の に備えるため、当事業年度 における 債務及び年金資産の見 額に基づき、当事業年
度に 生していると認められる額を計上しております。なお、 引当金及び 用の計算に、

に係る期 合要支 額を 債務とする方法を用いた 法を 用しております。

役員 引当金
　役員の 金の支 に備えて、役員 金規 に基づく期 要支 額を計上しております。

農業生産に 要な資 と生 に 要な物資を 同 し、組合員に供 する事業であり、当組合は利用者等と
の契約に基づき、 品を引き す 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、 品の引き
し で することから、当該 で収益を認識しております。

　 事業

組合員が生産した農産物を当組合が して 同で業者等に する事業であり、当組合は利用者等との契約
に基づき、 品を引き す 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、 品の引き し
で することから、当該 で収益を認識しております。

　保 事業

組合員が生産した ・ 物等の農産物を保 ・ 理する事業であり、当組合は利用者等との契約に基づき、
役務 供する 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、農産物の保 期間に たって する
ことから、当該 ー の 度に て収益を認識しております。

　 事業

組合員が生産した を して する事業であり、当組合は利用者等との契約に基づき、 した
品を引き す 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、 品の引き し で すること
から、当該 で収益を認識しております。

　利用事業

イ ン ー・ ン ー・保 ・キュ ング 等の施設を設置して、 同で利用する事業で
あり、当組合は利用者等との契約に基づき、役務 供する 務を っております。この利用者等に対する 行
務は、各 施設の利用が した で することから、当該 で収益を認識しております。

　 事業

組合員の営農にかかる各 ・ ・経理 ー を 供する事業であり、当組合は利用者等との契約に基
づき、役務 供する 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、主に ー の 供が した

で することから、当該 で収益を認識しております。

（ ） 及び 方 の会計 理
　 及び 方 の会計 理は、 方 によっております。

（ ）計算書類等に記載した金額の 理の方法
　記載金額は、千円 を り てて表 しており、金額千円 の 目については 0 で表 しております。
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（ ）その他計算書類等の作成のための基本となる重要な事項

事業別収益・事業別 用の内 取引の 理方法

当組合は、「収益認識に関する会計基準」（ 業会計基準第29号 2020年３月31日。以 「収益認識会計基準」
という。)及び「収益認識に関する会計基準の 用 針」（ 業会計基準 用 針第30号 2021年３月26日）を当
事業年度の期 から 用し、約 した財又は ー の支 が利用者等に した で、当該財又は ー
と に受け取ると見 まれる金額で収益を認識することといたしました。
　収益認識会計基準等の 用による主な変更 は以 のとおりです。

（１）代理 取引に係る収益認識

財又は ー を利用者等に する前に支 していない場合、すな ち、利用者等に代 って の手 を
代理 として行う取引については、従来は、利用者等から受け取る対価の総額を収益として認識しておりました
が、利用者等から受け取る額から受 先（ 先）に支払う額を控除した 額で収益を認識する方法に変更して
おります。

（２） 取 取引にかかる収益認識

の 取 取引において、従来は、代金を収受した で収益を認識しておりましたが、 品の引き
し で収益を認識する方法に変更しております。

当組合は、事業別の収益及び 用について、事業間取引の 表 を行っておりません。よって、事業別の収
益及び 用については、事業間の内 取引も めて表 しております。た し、損益計算書の事業収益、事業
用については、農業協同組合法施行規則に従い、各事業間の内 損益を除 した額を記載しております。

当組合が代理 として関与する取引の損益計算書の表 について

事業収益のうち、当組合が代理 として 品の供 に関与している場合には、 額で収益を認識して、
手 として表 しております。また、 事業収益のうち、当組合が代理 として 品の に関与して

いる場合には、 額で収益を認識して、 手 として表 しております。

２．会計方針の変更に関する注記

収益認識に関する会計基準等の 用

（２）会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

延 金資産の計上は、次年度以降において将来減算一 を利用可能な 得の見積額を 度として
行っております。次年度以降の 得の見積もりについては、令和５年１月に作成した事業計画書を基礎とし
て、当組合が将来獲得可能な 得の 期及び金額を合理的に見積もっております。しかし、これらの見積も
りは将来の不確実な経営環境及び組合の経営状況の影響を受けます。よって、実 に 得が生 た 期及び
金額が見積もりと なった場合には、次年度以降の計算書類において認識する 延 金資産の金額に重要な影響
を与える可能性があります。また、将来の により、法定実 率が変更された場合には、次年度以降の
計算書類において認識する 延 金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

収益認識会計基準等の 用については、収益認識会計基準第84項た し書きに定める経 的な取扱いに従って
おり、当事業年度の期 より前に たな会計方針を 及 用した場合の 積的影響額を、当事業年度の期 の利
益 金に 減し、当該期 高から たな会計方針を 用しております。この 、利益 金の当期 高
は、10,055千円減 し、当事業年度の事業収益が32,098千円、事業 用が45,912千円 し、事業利益、経 利
益及び 引前当期利益が13,813千円それぞれ しております。

価の算定に関する会計基準等の 用
「 価の算定に関する会計基準」（ 業会計基準第30号 2019年 月４日。以 「 価算定会計基準」という。）
等を当事業年度の期 から 用し、 価算定会計基準第19項及び「金融 品に関する会計基準」（ 業会計基準
第10号 2019年 月４日）第44 ２項に定める経 的な取扱いに従って、 価算定会計基準等が定める たな会計
方針を、将来に たって 用することといたしました。これによる当事業年度の計算書類 の影響はありませ
ん。

３．会計上の見積りに関する注記

（ 延 金資産の回収可能性）

（１）当事業年度の計算書類に計上した金額　 延 金資産　311,393千円（ 延 金 債との 前）
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（固定資産の減損）
（１）当事業年度の計算書類に計上した金額　減損損失　4,274千円

算定方法は「１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「（５）引当金の計上基準」の「貸倒引当金」
に記載しております。

主要な仮定は、「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通し」であります。「債務者区分の判定に
おける貸出先の将来の業績見通し」は、各債務者の収益獲得能力を個別に評価し、設定しております。

翌事業年度に係る計算書類に与える影響は、個別貸出先の業績変化等により、当初の見積りに用いた仮定が変
化した場合は、翌事業年度に係る計算書類における貸倒引当金に重要な影響を及ぼす可能性があります。

４．貸借対照表に関する注記

（２）会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
資産グループに減損の兆候が存在する場合には、当該資産グループの割引前将来キャッシュ・フローと帳簿価

額を比較することにより、当該資産グループについての減損の要否の判断を実施しております。減損の要否にか
かる判定単位であるキャッシュ・フロー生成単位については、他の資産または資産グループのキャッシュ・イン
フローから概ね独立したキャッシュ・インフローを生成させるものとして識別される資産グループの最小単位と
しております。

固定資産の減損損失の認識、測定において、将来キャッシュ・フローについては、令和５年１月に作成した事
業計画書を基礎として算出しており、事業計画書以降の将来キャッシュ・フローや、割引率等については、一定
の仮定を設定して算出しております。これらの仮定は将来の不確実な経営環境及び組合の経営状況の影響を受
け、翌事業年度以降の計算書類に重要な影響を与える可能性があります。

（貸倒引当金）
（１）当事業年度の計算書類に計上した金額　　貸倒引当金　127,019千円
（２）会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

（１）資産に係る圧縮記帳額を直接控除した場合における各資産の資産項目別の圧縮記帳額

有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額は2,409,025千円であり、その内訳は、次のとおりです。

　建物　1,742,487千円　　　　構築物　61,956千円　　車両運搬具　7,805千円
　器具備品　1,881千円　　機械及び装置　594,895千円

（２）担保に供している資産

定期預金1,900,000千円を為替決済の担保に、定期預金4,300千円を収納代理金融機関等の事務取扱に係る担保
に、定期預金900千円を行方市水道事業収納取扱金融機関取扱契約に基づく担保にそれぞれ供しております。

（３）子会社等に対する金銭債権及び金銭債務
　　　子会社等に対する金銭債権の総額　　　215,980千円
　　　子会社等に対する金銭債務の総額　　　405,778千円

（４）役員との間の取引による役員に対する金銭債権及び金銭債務
　　　理事及び監事に対する金銭債権の総額　137,611千円

（５）債権のうち農業協同組合法施行規則第２０４条第１項第１号ホ（２）（ⅰ）から（ⅳ）までに掲げるもの
の額及びその合計額

債権のうち、破産更生債権及びこれらに準ずる債権額は176,833千円、危険債権額は82,161千円です。なお、破
産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により
経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。また、危険債権とは、債務者が経営破
綻の状態には至っていないものの、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の
受取りができない可能性の高い債権(破産更生債権及びこれらに準ずる債権を除く。)です。

債権のうち、三月以上延滞債権はありません。貸出条件緩和債権額はありません。なお、三月以上延滞債権と
は、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生債権及びこれらに準ず
る債権及び危険債権に該当しないものです。また、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図るこ
とを目的として、金利の減免、利息の支払い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決
めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権及び三月以上延滞債権に該当しないもので
す。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権、三月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権額の合計額は
258,995千円です。なお、上記に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額です。
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場　 用　 　類 その他
営農経済 ン ー 資産 業務 固定資産

支 資産 業務 固定資産

来支 資産 業務 固定資産

営農経済 ン ー 　　　　122千円（ 　　　122千円）
支 　　　　　　　　　　1,803千円（ 　　1,803千円）

来支 　　　　　　　　　2,349千円（ 　　2,349千円）
　　　合　　　　　計　　　　　4,274千円（ 　　4,274千円）

（ ） の再評価に関する法 に基づく再評価

「 の再評価に関する法 」（ 成10年3月31日 法 第34号）及び「 の再評価に関する法 の一 を
する法 」に基づき、事業用の の再評価を行い、再評価 額については、当該再評価 額に係る 金

当額を「再評価に係る 延 金 債」として 債の に計上し、これを控除した金額を「 再評価 額金」と
して 資産の に計上しております。

再評価を行った年月日　　 成13年1月31日
再評価を行った の当事業年度 における 価の合計額が再評価 の帳簿価額

　の合計額を 回る金額　　　362,506千円

同法 第3条第3項に定める再評価の方法

の再評価に関する法 施行令（ 成10年3月31日 政令第119号）第2条第3号に定める、当該事業用
について 方 法第341条第10号の 帳又は同条第11号の 帳に されている価 （固定
資産 評価額）に合理的な を行って算出いたしました。

５．損益計算書に関する注記

（１） 子会社等との取引高の総額

当組合では、 資の 決定を行う単位としてグルー ングを実施した 、営業 については、支 及び
事業 を基本にグルー ングし、業務 固定資産（ 資産及び 貸資産）については各固定資産をグルー ン
グの最小単位としております。

また、独立したキャッシュ・フローを生 出さないものの、他の資産グループのキャッシュ・フローの生成に
与していることから、本 、総務 画本 ・営農経済本 は組合 の 用資産としており、各 ン
ー、各営農経済 ン ー、 資 ン ー、 農産物直 は各 の 用資産としております。

　当事業年度に減損を計上した固定資産は、以 の通りです。

　減損損失の認識に至った経
資産とされ 期 分対 であることから、 分可能額で評価しその 額を減損損失として認識いたしまし

た。

　減損損失の金額について、 別損失に計上した金額と主な固定資産の 類 の減損損失の内訳

　回収可能価額の算定方法

子会社等との取引による収益総額　　　　 85,417千円
　　うち事業取引高　　　　　　　　　　　 14,572千円
　　うち事業取引以 の取引高　　　　　　 　70,845千円

子会社等との取引による 用総額　　　　 18,918千円
　　うち事業取引高　　　　　　　　　　　 　18,918千円

（２）減損損失に関する注記

　資産をグループ化した方法の概要及び減損損失を認識した資産又は資産グループの概要

営農経済 ン ー 、 支 、 来支 の固定資産の回収可能価額については
可能価額を 用しており、その 価は については不 産 定評価額、 及び については固定資産 評価額に
基づき算出しております。
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（１）金融 品に対する取組方針
当組合は農 組合員や から預かった 金を 資に、農 組合員や 内の 業や な 貸 け、 っ

た 金を 用農業協同組合 合会 預けている か、 債な の債 等の有価 による運用を行って
おります。
　また、設備借 金を 資に経済事業施設の建設を行っております。

（２）金融 品の内容及びその

当組合が保有する金融資産は、主として当組合 内の組合員等に対する貸出金及び有価 であり、貸出金
は、組合員等の契約不 行によってもたらされる 用 に されております。

また、有価 は、主に債 であり、 資目的(その他有価 )で保有しております。これらは 行 の
用 、金利の変 及び市場価 の変 に されております。

（３）金融 品に係る 理

（３） 資産の収益性 に う簿価 額
　 品供 価には、収益性の に う簿価 げにより、992千円の 評価損が まれています。

．金融 品に関する注記

金融 品の状況に関する事項

　資金 に係る 性 の 理

当組合では、資金 り については、運用・ について月次の資金計画を作成し、 定的な 性の確保
に めております。また、市場 性 については、 資判断を行う上での重要な要 と位置 け、 品
とに なる 性（ 金性）を したうえで、運用方針な の 定の に を行っております。

　 用 の 理

当組合は、個別の重要 件又は 件については理事会において対 方針を決定しております。また、通
の貸出取引については、本 に融資 を設置し各支 との を図りながら、与 を行っておりま
す。 にあたっては、取引先のキャッシュ・フローな により 能力の評価を行うとともに、担保評価基準
な な 基準を設けて、与 判定を行っております。貸出取引において資産の 性の ・ 上を図る
ため、資産の 定を に行っております。不 債権については 理・回収方針を作成・実 し、資産の

化に取り組んでおります。また、資産 定の 、貸倒引当金については「資産の ・引当基準」に基
づき 要額を計上し、資産及び財務の 化に めております。

　市場 の 理

当組合では、金利 、価 変 な の市場性 を的確に ン ロールすることにより、収益化
及び財務の 定化を図っております。このため、財務の 性 と収益力 化との ン を重 した
を基本に、資産・ 債の金利 度分 な を実施し、金融情 の変化に機 に対 できる な財務構 の構
築に めております。

とり け、有価 運用については、市場 や経済見通しな の 資環境分 及び当組合の保有有価
ー フ の状況や な を し、理事会において運用方針を定めるとともに、経営 で構成する

員会を定期的に開 して、日 的な情報 及び 決定を行っております。運用 は、理事会で決定
した運用方針及び 員会で決定された方針な に基づき、有価 の や ッ を行っておりま
す。運用 が行った取引については 理 が な 行を行っているか うか ッ し定期的に

の測定を行い経営 に報 しております。

（市場 に係る定 的情報）

当組合で保有している金融 品はす て ー ング目的以 の金融 品です。当組合において、主要な
変 である金利 の影響を受ける主たる金融 品は、預金、貸出金、有価 のうちその他有価 に

分類している債 、 金です。当組合では、これらの金融資産及び金融 債について、期 1年 度の金利の合
理的な予 変 を用いた経済価 の変 額を、金利の変 の 理にあたっての定 的分 に利用してお
ります。金利以 のす ての 変 が一定であると仮定し、当事業年度 在、 となる金利が0 26 上

したものと 定した場合には、経済価 が222,784千円減 するものと しております。当該変 額は、金利
を除く 変 が一定の場合を前 としており、金利とその他の 変 の 関を しておりません。ま
た、金利の合理的な予 変 を える変 が生 た場合には、算定額を える影響が生 る可能性が いま
す。
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（単位 千円）
　貸借対照表 価 額
　計上額

　預金 90,861,475 90,846,168 15,307
　有価
　　　その他有価 5,605,290 5,605,290
　貸出金 22,134,472
　　 貸倒引当金( 1) 98,693
　　　貸倒引当金控除 22,035,778 22,164,058 128,279
　資産計 118,502,544 118,615,516 112,972
　 金 118,806,232 118,788,752 17,480

　 債計 118,806,232 118,788,752 17,480
( 1) 貸出金に対 する一 貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

（単位 千円）
貸借対照表計上額

出資 4,918,356
合計 4,918,356

（４）金融 品の 価等に関する事項についての

金融 品の 価（ 価に代 るものを ）には、市場価 に基づく価額の か、市場価 がない場合には合
理的に算定された価額（これに準ずる価額を ）が まれております。当該価額の算定においては一定の前
条件等を 用しているため、 なる前 条件等によった場合、当該価額が なることも います。

　有価
　債 は取引金融機関等から された価 によっております。

　貸出金
貸出金のうち、変 金利によるものは、 期間で市場金利を するため、貸出先の 用状態が実行 きく
なっていない り、 価は帳簿価額と していることから当該帳簿価額によっております。一方、固定金利

によるものは、貸出金の 類及び期間に基づく区分 とに、元利金の合計額を フ ー である の ー
で割り引いた額から貸倒引当金を控除して 価に代 る金額として算定しております。なお、延滞の生 ている
債権・期 の利益を 失した債権等について、帳簿価額から貸倒引当金を控除した額を 価に代 る金額として
おります。

金融 品の 価等に関する事項

（１）金融 品の貸借対照表計上額及び 価等
　当事業年度 における貸借対照表計上額、 価及びこれらの 額は、次のとおりです。
　なお、市場価 のない 等は、次表には めておりません。

（２）金融 品の 価の算定に用いた評価 法の

資産
預金

期のない預金については、 価は帳簿価額と していることから、当該帳簿価額によっております。 期
のある預金については、期間に基づく区分 とに、 フ ー ー である翌日物金利 ップ（

　以 という）の ー で割り引いた 在価 を 価に代 る金額として算定しております。

債
金

要 払 金については、決算日に要 された場合の支払額(帳簿価額)を 価と なしております。また、定期
性 金については、期間に基づく区分 とに、将来のキャッシュ・フローを フ ー である の ー で
割り引いた 在価 を 価に代 る金額として算定しております。

（３）市場価 のない 等は次のとおりであり、これらは(１)の金融 品の 価情報には まれておりませ
ん。
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（４）金銭債権及び 期のある有価 の決算日 の 予定額
（単位 千円）

1年以内 1年 2年 3年 4年 5年
2年以内 3年以内 4年以内 5年以内

預金 90,861,475
有価

6,400,000

貸出金( 1,2)
2,114,576 1,885,366 1,801,725 1,668,321 1,548,823 12,878,783

合計 92,976,051 1,885,366 1,801,725 1,668,321 1,548,823 19,278,783

（単位 千円）
1年以内 1年 2年 3年 4年 5年

2年以内 3年以内 4年以内 5年以内
金( 1) 116,483,871 1,624,387 536,367 82,603 79,002 　　　

合計 116,483,871 1,624,387 536,367 82,603 79,002
（ 1） 金のうち、要 払 金については「1年以内」に めております。

（単位 千円）
　貸借対照表
　計上額

債
小計

債 5,605,290 6,364,614 759,224
小計 5,605,290 6,364,614 759,224

5,605,290 6,364,614 759,224

その他有価 のうち
期のあるもの

（ 1）貸出金のうち、当 貸 （融資 を除く）196,587千円については「1年以内」に めております。また、
期 のない場合は「5年 」に めております。

（ 2）貸出金のうち、三月以上延滞債権・期 の利益を 失した債権等236,875千円は の予定が見 まれな
いため、 めておりません。

貸借対照表計上額が
価を えるもの

貸借対照表計上額が
価を えないもの

合計

類 価 額（ ）

上記評価 額に 延 金資産206,509千円を えた額 552,715千円を「その他有価 評価 額金」に計上し
ております。

（５）有利子 債の決算日 の返済予定額

．有価 に関する注記

（１）有価 の 価及び評価 額に関する事項は次のとおりです。

　その他有価

その他有価 において、 類 との 価、貸借対照表計上額及びこれらの 額については、次のとおり
です。

（２）当事業年度 に したその他有価 はありません。

（３）当事業年度 において、保有目的が変更となった有価 はありません。
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引当金の期 高と期 高の 表
　期 における 引当金　　　　　　197,526千円
　 用　　　　　　　　　　　　 　59,194千円
　 の支払額　　　　　　　　　 　 26,215千円
　 定 金 済 度 の 出金　　　　 46,643千円
　確定 年金 度 の 出金　　　　 4,374千円
　期 における 引当金　　　　　　179,487千円

債務及び年金資産の期 高と貸借対照表に計上された 引当金の 表
　 債務　　　　　　　　　　　　　1,049,281千円
　 定 金 済 度　　　　　　　　　　 743,839千円
　確定 年金 度　　　　　　　　　　 125,954千円
　 積立 債務　　　　　　　　　　　179,487千円
　 引当金　　　　　　　　　　　　　179,487千円

に関 する損益
　 務 用　　　　　　　　　　　　　　　 59,194千円
　子会社 の出 者の 分担金　　　 　　　 270千円
　 用　　　　　　　　　　　　　　58,924千円

員の にあてるため、 与規 に基づき、 一 金 度を 用しております。また、この 度
に え、同規 に基づき の一 にあてるため 済農業協同組合 合会との契約による確定 年
金 度 びに（一財） 農 業 済会との契約による 金 済 度を 用しております。

なお、 引当金及び 用の計算に、 に係る期 合要支 額を 債務とす
る方法を用いた 法を 用しております。

（２） 業務 担金の将来見 額

件 （うち 利 生 ）には、 生年金保険 度及び農 業 員 済組合 度の 合を図るための農
業 員 済組合法等を する等の法 則第57条に基づき、 農 済組合（存続組合）が行う

年金等の業務に要する 用に てるため 出した 業務 担金18,166千円を めて計上しております。
なお、同組合より された令和4年3月 在における令和14年3月までの 業務 担金の将来見 額は、

195,732千円となっております。

． に関する注記

（１） に係る注記

　 用している 度の概要
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． 会計に関する注記

（１） 延 金資産及び 延 金 債の内訳は次のとおりです。

　　 延 金資産

貸倒引当金 15,046千円
引当金 48,820千円

与引当金 8,011千円
払事業 7,605千円

貸倒損失　 16,949千円
収利息不計上　 33,444千円
払社会保険 3,448千円

減価 15,746千円
年度 与 14,266千円
役員 引当金 5,277千円
資産除 債務 　4,576千円

減損損失 13,520千円
益（ 払金） 5,741千円

その他有価 評価 額金 206,509千円
その他　 2,318千円

延 金資産小計 401,281千円
評価性引当額 89,888千円

延 金資産合計（ ） 311,393千円

延 金 債

農 合 なし 当 237千円
固定資産 計上額(資産除 債務) 3,778千円

延 金 債合計（ ） 4,015千円
延 金資産の 額（ ） （ ） 307,377千円

（２）法定実 率と法 等 担率との の主な
　法定実 率 27 2
　　 等 に損金算 されない項目 0 9
　　受取 当金等 に益金算 されない項目 5 3
　　 等割額 0 8
　　評価性引当額の 減 1 3
　　その他 0 1
　 会計 用 の法 等の 担率 22 2

10．収益認識に関する注記

（収益を理解するための基礎となる情報）

11．その他の注記

（1）「 ー 取引に関する会計基準」に基づく注記
貸手となるフ イ ン ・ ー 取引

ー 物件の取得価額、減価 計額及び期 高
（単位 千円）

　　建物　 構築物 機械装置 合計
取得価額 0 34,339 0 34,339
減価 計額　 0 34,339 0 34,339
期 高　　　　 0 0 0 0

「重要な会計方針に係る事項に関する注記（ ）収益及び 用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、
注記を しております。

有権 フ イ ン ・ ー 取引のうち、 ー 取引開始日が ー 取引に関する会計基準 用開始
前の ー 取引は、通 の 貸借取引に係る方法に準 た会計 理によっており、その内容は次のとおりです。
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経 ー 期 高 当額
（単位 千円）

1年以内 1年 合計
0 0 0

受取 ー 、減価 、受取利息 当額
（単位 千円）

受取 ー 　 4,009
減価 　 3,899
受取利息 当額　 109

利息 当額の算定方法

ー 資資産の内訳（単位 千円）
　　 ー 債権 分　　44,224
　　受取利息 当額　　 2,618
　　　　合　計　　　　　41,605

（単位 千円）
ー 資資産に係る

ー 債権 分

１年以内 14,752
１年 ２年以内 11,105
２年 ３年以内 8,318
３年 ４年以内 3,846
４年 ５年以内 2,349
５年 1,232

(2)「資産除 債務に関する会計基準」に基づく注記
資産除 債務のうち貸借対照表に計上しているもの

ー 総額と ー 物件の取得価額の 額を利息 当額とし、利息 当額の各期 の 分方法については、
利息法によっております。

当該資産除 債務の概要

貸借対照表に計上している以 の資産除 債務

当組合は、借 上の建物に関して、不 産 貸契約に基づき、 における 状回 にかかる 務を有して
おりますが、当該建物は当組合が事業を 続する上で の施設であり、 で除 は 定しておりません。
また、 が行 れる予定もないことから、資産除 債務の 行 期を合理的に見積もることができません。そ
のため、当該 務に見合う資産除 債務を計上しておりません。

(3)当 貸 契約及び貸出金に係る ッ ン イン契約

当 貸 契約及び貸出金に係る ッ ン イン契約は、 からの融資実行の申し出を受けた場合に、
契約上規定された条件について がない り、一定の 度額まで資金を貸 けることを約する契約です。これ
らの契約に係る融資 実行 高は644,909千円です。

ー 資資産に係る ー 債権 分の貸借対照表日 ５年以内における１年 との回収予定額及び５年
の回収予定額

当組合の 営農経済 ン ー及び イ ン ーは、 有者との協 により令和15年3月6日までに立
きすることが決定しており、 借契約 による 状回 務に関し令和3年度より資産除 債務を計上しており
ます。

当該資産除 債務の金額の算定方法
資産除 債務の見積りにあたり、支出までの見 期間は12年間、割引率は0 393 を 用しております。

　当事業年度 における当該資産除 債務の総額の 減
　　期 高　　　　　　　　　　　　16,761千円
　　 の経 による 額　　　　　　　　65千円
　　期 高　　　　　　　　　　　　16,826千円
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（４）引当金の計上基準
　貸倒引当金

貸倒引当金は、あらか め定めている資産 定要 、経理規 及び資産の ・引当基準に則り、次のと
おり計上しております。 破産、 別 算等法的に経営破綻の事実が 生している債務者（破綻先）に係る債権
及びそれと同等の状況にある債務者（実 破綻先）に係る債権については、債権額から、担保の 分可能見 額
及び保 による回収可能見 額を控除し、その 額を計上しております。

また、 在は経営破綻の状況にないが、 経営破綻に陥る可能性が きいと認められる債務者に係る債権に
ついては、債権額から担保の 分可能見 額及び保 による回収可能額見 額を控除し、その 額のうち、債務
者の支払能力を総合的に判断して 要と認められる額を計上しております。破綻 先に対する債権のうち債権
の元本の回収に係るキャッシュ・フローを合理的に見積ることができる債権については、当該キャッシュ・フ
ローと債権の帳簿価額から担保の 分可能見 額及び保 による回収可能見 額を控除した 額との 額を引き
当てております。

上記以 の債権については、主として １年間の予 損失額又は ３年間の予 損失額を見 んで計上し
ており、予 損失額は、１年間又は３年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の の一定期間における
に基づき損失率を め、これに将来見 等の 要な を えて算定しております。

す ての債権は、資産 定要 に基づき、融資担当 等が資産 定を実施し、当該 から独立した資
産監 が 定 を監 しております。

　 与引当金

（３）固定資産の減価 の方法
　有形固定資産（ ー 資産を除く）

定率法を 用しております。た し、 成10年4月1日以降に取得した建物（建物 設備を除く） びに 成
28年4月1日以降に取得した建物 設備及び構築物については、定額法を 用しております。

　 員に対して支 する 与の支出に てるため、支 見 額のうち当事業年度 担分を計上しております。

形固定資産（ ー 資産を除く）
　定額法を 用しております。

　 ー 資産
　 ー 期間を 用年 とし、 存価額を とする定額法を 用しております。

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）有価 （ 形態の 出資を ）の評価基準及び評価方法
子会社 　　　　　 法による 価法
その他有価

価のあるもの 価法（評価 額は 資産直 法により 理し、 価は 法により算定）

市場価 のない 等 法による 価法

　　　　　　　　　　　　　　（収益性の による簿価 げの方法）

（２） 資産の評価基準及び評価方法
　 品（一品 理）　　　　 総 法による 価法
　　　　　　　　　　　　　　（収益性の による簿価 げの方法）
　 品（グループ 理）　　 価 元法による 価法
　　　　　　　　　　　　　　（収益性の による簿価 げの方法）
　 品（ ）　　　　　　　 総 法による 価法
　　　　　　　　　　　　　　（収益性の による簿価 げの方法）
　その他の 資産　　　　　 最 価法による 価法

■
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　 事業

組合員の営農にかかる各 ・ ・経理 ー を 供する事業であり、当組合は利用者等との契約に基
づき、役務 供する 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、主に ー の 供が した

で することから、当該 で収益を認識しております。

（ ） 及び 方 の会計 理
　 及び 方 の会計 理は、 方 によっております。

（ ）計算書類等に記載した金額の 理の方法

　記載金額は、千円 を り てて表 しており、金額千円 の 目については 0 で表 しております。

（ ）その他計算書類等の作成のための基本となる重要な事項

事業別収益・事業別 用の内 取引の 理方法

当組合は、事業別の収益及び 用について、事業間取引の 表 を行っておりません。よって、事業別の収
益及び 用については、事業間の内 取引も めて表 しております。

た し、損益計算書の事業収益、事業 用については、農業協同組合法施行規則に従い、各事業間の内 損益
を除 した額を記載しております。

　利用事業

イ ン ー・ ン ー・保 ・キュ ング 等の施設を設置して、 同で利用する事業で
あり、当組合は利用者等との契約に基づき、役務 供する 務を っております。この利用者等に対する 行
務は、各 施設の利用が した で することから、当該 で収益を認識しております。

　保 事業

組合員が生産した ・ 物等の農産物を保 ・ 理する事業であり、当組合は利用者等との契約に基づき、
役務 供する 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、農産物の保 期間に たって する
ことから、当該 ー の 度に て収益を認識しております。

　 事業

組合員が生産した を して する事業であり、当組合は利用者等との契約に基づき、 した
品を引き す 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、 品の引き し で すること
から、当該 で収益を認識しております。

　 事業

農業生産に 要な資 と生 に 要な物資を 同 し、組合員に供 する事業であり、当組合は利用者等と
の契約に基づき、 品を引き す 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、 品の引き
し で することから、当該 で収益を認識しております。

　 事業

組合員が生産した農産物を当組合が して 同で業者等に する事業であり、当組合は利用者等との契約
に基づき、 品を引き す 務を っております。この利用者等に対する 行 務は、 品の引き し
で することから、当該 で収益を認識しております。

　役員の 金の支 に備えて、役員 金規 に基づく期 要支 額を計上しております。

（５）収益及び 用の計上基準

　主要な事業における主な 行 務の内容及び収益を認識する通 の は以 のとおりであります。

役員 引当金

員の に備えるため、当事業年度 における 債務及び年金資産の見 額に基づき、当事業年
度に 生していると認められる額を計上しております。なお、 引当金及び 用の計算に、

に係る期 合要支 額を 債務とする方法を用いた 法を 用しております。

引当金
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当組合が代理 として関与する取引の損益計算書の表 について

（貸倒引当金）
（１）当事業年度の計算書類に計上した金額　　貸倒引当金119,515千円
（２）会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

算定方法は「１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「（4）引当金の計上基準」の「貸倒引当金」に
記載しております。

主要な仮定は、「債務者区分の判定における貸出先の将来の業績見通し」であります。「債務者区分の判定に
おける貸出先の将来の業績見通し」は、各債務者の収益獲得能力を個別に評価し、設定しております。

翌事業年度に係る計算書類に与える影響は、個別貸出先の業績変化等により、当初の見積りに用いた仮定が変
化した場合は、翌事業年度に係る計算書類における貸倒引当金に重要な影響を及ぼす可能性があります。

（２）会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

資産グループに減損の兆候が存在する場合には、当該資産グループの割引前将来キャッシュ・フローと帳簿価
額を比較することにより、当該資産グループについての減損の要否の判断を実施しております。

減損の要否にかかる判定単位であるキャッシュ・フロー生成単位については、他の資産または資産グループの
キャッシュ・インフローから概ね独立したキャッシュ・インフローを生成させるものとして識別される資産グ
ループの最小単位としております。

固定資産の減損損失の認識、測定において、将来キャッシュ・フローについては、令和５年１月に作成した事
業計画書を基礎として算出しており、事業計画書以降の将来キャッシュ・フローや、割引率等については、一定
の仮定を設定して算出しております。

これらの仮定は将来の不確実な経営環境及び組合の経営状況の影響を受け、翌事業年度以降の計算書類に重要
な影響を与える可能性があります。

（固定資産の減損）
（１）当事業年度の計算書類に計上した金額　減損損失2,259千円

（ 延 金資産の回収可能性）

（１）当事業年度の計算書類に計上した金額　 延 金資産　318,054千円（ 延 金 債との 前）

（２）会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

延 金資産の計上は、次年度以降において将来減算一 を利用可能な 得の見積額を 度として
行っております。

次年度以降の 得の見積りについては、令和５年１月に作成した事業計画書を基礎として、当組合が将来
獲得可能な 得の 期及び金額を合理的に見積もっております。

しかし、これらの見積りは将来の不確実な経営環境及び組合の経営状況の影響を受けます。よって、実 に
得が生 た 期及び金額が見積りと なった場合には、次年度以降の計算書類において認識する 延 金資

産の金額に重要な影響を与える可能性があります。
また、将来の により、法定実 率が変更された場合には、次年度以降の計算書類において認識する
延 金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

２．会計方針の変更に関する注記

（ 価の算定に関する会計基準の 用 針の 用）

「 価の算定に関する会計基準の 用 針」（ 業会計基準 用 針第31号 2021年 月17日。以 「 価算定
会計基準 用 針」という。）を当事業年度の期 から 用し、 価算定会計基準 用 針第27 2項に定める経

的な取扱いに従って、 価算定会計基準 用 針が定める たな会計方針を将来に たって 用することとい
たしました。これによる当事業年度の計算書類に与える影響はありません。

３．会計上の見積りに関する注記

事業収益のうち、当組合が代理 として 品の供 に関与している場合には、 額で収益を認識して、
手 として表 しております。また、 事業収益のうち、当組合が代理 として 品の に関与し

ている場合には、 額で収益を認識して、 手 として表 しております。
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４．貸借対照表に関する注記

（１）資産に係る圧縮記帳額を直接控除した場合における各資産の資産項目別の圧縮記帳額

　有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額は1,666,084千円であり、その内訳は、次のとおりです。

（４）役員との間の取引による役員に対する金銭債権及び金銭債務
　理事及び監事に対する金銭債権の総額　105,184千円

　　のの額及びその合計額

　債権のうち、破産更生債権及びこれらに準ずる債権額は162,864千円、危険債権額は72,882千円です。
なお、破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の

事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
また、危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないものの、財政状態及び経営成績が悪化し、契

約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権(破産更生債権及びこれらに準ずる債
権を除く。)です。
　債権のうち、三月以上延滞債権はありません。貸出条件緩和債権額はありません。

なお、三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破
産更生債権及びこれらに準ずる債権及び危険債権に該当しないものです。

また、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払
い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれ
らに準ずる債権、危険債権及び三月以上延滞債権に該当しないものです。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権、三月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権の合計額は235,746
千円です。
　なお、上記に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額です。

（５）債権のうち農業協同組合法施行規則第２０４条第１項第１号ホ（２）（ⅰ）から（ⅳ）までに掲げるも

（３）子会社等に対する金銭債権及び金銭債務
　　　子会社等に対する金銭債権の総額　　201,027千円
　　　子会社等に対する金銭債務の総額　　431,205千円

　建物　　993,286千円　　　　構築物　52,730千円　　車両運搬具6,927千円
　器具備品　1,881千円　　機械及び装置　611,259千円

（２）担保に供している資産

定期預金1,900,000千円を為替決済の担保に、定期預金4,300千円を収納代理金融機関等の事務取扱に係る担保
に、定期預金900千円を行方市水道事業収納取扱金融機関取扱契約に基づく担保にそれぞれ供しております。
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場　 用　 　類 その他
支 資産 業務 固定資産

来支 資産 業務 固定資産

　　　 支 　2,238千円 （ 　2,238千円）

来支 　 21千円 （ 　　 21千円）　

　　　　合　　　　　計 2,259千円 （ 　2,259千円）

　回収可能価額の算定方法

　 支 、 来支 の固定資産の回収可能価額については 可能価額を 用しており、その
価は 及び については固定資産 評価額に基づき算出しております。

　 資産とされ 期 分対 であることから、 分可能額で評価しその 額を減損損失として認識いたしました。

　減損損失の金額について、 別損失に計上した金額と主な固定資産の 類 の減損損失の内訳

（２）減損損失に関する注記

　資産をグループ化した方法の概要及び減損損失を認識した資産又は資産グループの概要

当組合では、 資の 決定を行う単位としてグルー ングを実施した 、営業 については、支 及び
事業 を基本にグルー ングし、業務 固定資産（ 資産及び 貸資産）については各固定資産をグルー ン
グの最小単位としております。

また、独立したキャッシュ・フローを生 出さないものの、他の資産グループのキャッシュ・フローの生成に
与していることから、本 、総務 画本 ・営農経済本 は組合 の 用資産としており、各 ン
ー、各営農経済 ン ー、 資 ン ー、 農産物直 は各 の 用資産としております。

　当事業年度に減損を計上した固定資産は、以 の通りです。

会社等との取引による収益総額　　　　 88,031千円
　うち事業取引高　　　　　　　　　　　 13,697千円

子会社等との取引による 用総額　 　　21,283千円
　うち事業取引高　　　　　　　　　　　 　21,283千円

　の合計額を 回る金額　　　365,638千円

同法 第3条第3項に定める再評価の方法

の再評価に関する法 施行令（ 成10年3月31日 政令第119号）第2条第3号に定める、当該事業用
について 方 法第341条第10号の 帳又は同条第11号の 帳に されている価 （固定
資産 評価額）に合理的な を行って算出いたしました。

５．損益計算書に関する注記

（１） 子会社等との取引高の総額

　うち事業取引以 の取引高　　　　　　 　74,333千円

　減損損失の認識に至った経

（ ） の再評価に関する法 に基づく再評価

「 の再評価に関する法 」（ 成10年3月31日 法 第34号）及び「 の再評価に関する法 の一 を
する法 」に基づき、事業用の の再評価を行い、再評価 額については、当該再評価 額に係る 金 当

額を「再評価に係る 延 金 債」として 債の に計上し、これを控除した金額を「 再評価 額金」とし
て 資産の に計上しております。

再評価を行った年月日　　 成13年1月31日
再評価を行った の当事業年度 における 価の合計額が再評価 の帳簿価額
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　金融 品の状況に関する事項
（１）金融 品に対する取組方針

　当組合は農 組合員や から預かった 金を 資に、農 組合員や 内の 業や な 貸 け、 っ
た 金を 用農業協同組合 合会 預けている か、 債な の債 等の有価 による運用を行って
おります。
　また、設備借 金を 資に経済事業施設の建設を行っております。

（２）金融 品の内容及びその

　当組合が保有する金融資産は、主として当組合 内の組合員等に対する貸出金及び有価 であり、貸出金
は、組合員等の契約不 行によってもたらされる 用 に されております。
　また、有価 は、主に債 であり、 資目的(その他有価 )で保有しております。これらは 行 の
用 、金利の変 及び市場価 の変 に されております。

　 用 の 理

（３） 資産の収益性 に う簿価 額

　 品供 価には、収益性の に う簿価 げにより、510千円の 評価損が まれています。

．金融 品に関する注記

（３）金融 品に係る 理

　市場 の 理

　当組合では、金利 、価 変 な の市場性 を的確に ン ロールすることにより、収益化
及び財務の 定化を図っております。このため、財務の 性 と収益力 化との ン を重 した
を基本に、資産・ 債の金利 度分 な を実施し、金融情 の変化に機 に対 できる な財務構 の構
築に めております。
　とり け、有価 運用については、市場 や経済見通しな の 資環境分 及び当組合の保有有価
ー フ の状況や な を し、理事会において運用方針を定めるとともに、経営 で構成する

員会を定期的に開 して、日 的な情報 及び 決定を行っております。運用 は、理事会で決定
した運用方針及び 員会で決定された方針な に基づき、有価 の や ッ を行っておりま
す。運用 が行った取引については 理 が な 行を行っているか うか ッ し定期的に

の測定を行い経営 に報 しております。
（市場 に係る定 的情報）
　当組合で保有している金融 品はす て ー ング目的以 の金融 品です。当組合において、主要な

変 である金利 の影響を受ける主たる金融 品は、預金、貸出金、有価 のうちその他有価 に
分類している債 、 金です。
　当組合では、これらの金融資産及び金融 債について、期 1年 度の金利の合理的な予 変 を用いた経
済価 の変 額を、金利の変 の 理にあたっての定 的分 に利用しております。
　金利以 のす ての 変 が一定であると仮定し、当事業年度 在、 となる金利が0 32 上 した
ものと 定した場合には、経済価 が296,461千円減 するものと しております。
　当該変 額は、金利を除く 変 が一定の場合を前 としており、金利とその他の 変 の 関を
しておりません。

　また、金利の合理的な予 変 を える変 が生 た場合には、算定額を える影響が生 る可能性が
います。

　当組合は、個別の重要 件又は 件については理事会において対 方針を決定しております。また、通
の貸出取引については、本 に融資 を設置し各支 との を図りながら、与 を行っておりま
す。 にあたっては、取引先のキャッシュ・フローな により 能力の評価を行うとともに、担保評価基準
な な 基準を設けて、与 判定を行っております。貸出取引において資産の 性の ・ 上を図る
ため、資産の 定を に行っております。不 債権については 理・回収方針を作成・実 し、資産の
化に取り組んでおります。また、資産 定の 、貸倒引当金については「資産の ・引当基準」に基

づき 要額を計上し、資産及び財務の 化に めております。
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決算の状況

（単位 千円）
貸借対照表 価 額

計上額
預金 90,961,657 90,933,632 28,025
有価
　その他有価 5,975,910 5,975,910
貸出金 23,098,096
貸倒引当金( 1) 86,973

　貸倒引当金控除 23,011,123 23,062,714 51,591
資産計 119,948,691 119,972,256 23,565

金 119,744,377 119,717,789 26,588

債計 119,744,377 119,717,789 26,588
( 1) 貸出金に対 する一 貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。

（４）金融 品の 価等に関する事項についての

　金融 品の 価（ 価に代 るものを ）には、市場価 に基づく価額の か、市場価 がない場合には合
理的に算定された価額（これに準ずる価額を ）が まれております。当該価額の算定においては一定の前
条件等を 用しているため、 なる前 条件等によった場合、当該価額が なることも います。

　金融 品の 価等に関する事項
（１）金融 品の貸借対照表計上額及び 価等
　当事業年度 における貸借対照表計上額、 価及びこれらの 額は、次のとおりです。
　なお、市場価 のない 等は、次表には めておりません。

　貸出金のうち、変 金利によるものは、 期間で市場金利を するため、貸出先の 用状態が実行 きく
なっていない り、 価は帳簿価額と していることから当該帳簿価額によっております。

　一方、固定金利によるものは、貸出金の 類及び期間に基づく区分 とに、元利金の合計額を フ ー
である の ー で割り引いた額から貸倒引当金を控除して 価に代 る金額として算定しております。
　なお、延滞の生 ている債権・期 の利益を 失した債権等について、帳簿価額から貸倒引当金を控除した額
を 価に代 る金額としております。

（２）金融 品の 価の算定に用いた評価 法の

資産
預金

　 期のない預金については、 価は帳簿価額と していることから、当該帳簿価額によっております。 期
のある預金については、期間に基づく区分 とに、 フ ー ー である翌日物金利 ップ（

　以 という）の ー で割り引いた 在価 を 価に代 る金額として算定しております。

　有価
　有価 について、 債については、 な市場における の 場価 を利用しています。

貸出金

　資金 に係る 性 の 理

　当組合では、資金 り については、運用・ について月次の資金計画を作成し、 定的な 性の確
保に めております。また、市場 性 については、 資判断を行う上での重要な要 と位置 け、 品
とに なる 性（ 金性）を したうえで、運用方針な の 定の に を行っております。
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決算の状況

（単位 千円）

出資
合計

（４）金銭債権及び 期のある有価 の決算日 の 予定額
（単位 千円）　

1年以内 1年 2年 3年 4年 5年
2年以内 3年以内 4年以内 5年以内

預金 90,621,657 340,000
有価
その他有価
のうち 期のあ
るもの

6,800,000

貸出金( 1,2)
2,271,221 2,016,785 1,952,425 1,827,906 1,668,800 13,150,835

合計 92,892,879 2,016,785 1,952,425 1,827,906 2,008,800 19,950,835

（５）有利子 債の決算日 の返済予定額
（単位 千円）

1年以内 1年 2年 3年 4年 5年
2年以内 3年以内 4年以内 5年以内

金( 1) 118,300,400 672,097 433,592 82,124 256,163 　　　
合計 118,300,400 672,097 433,592 82,124 256,163

（ 1） 金のうち、要 払 金については「1年以内」に めております。

．有価 に関する注記

（１）有価 の 価及び評価 額に関する事項は次のとおりです。
　その他有価

（単位 千円）　　　
貸借対照表

計上額

債

小計

債 5,975,910 6,759,843 783,933

小計 5,975,910 6,759,843 783,933

5,975,910 6,759,843 783,933

貸借対照表計上
額が 価を

えないもの

合計

価 額（ ）

　要 払 金については、決算日に要 された場合の支払額(帳簿価額)を 価と なしております。また、定期
性 金については、期間に基づく区分 とに、将来のキャッシュ・フローを フ ー である の ー で
割り引いた 在価 を 価に代 る金額として算定しております。

債
金

上記評価 額に 延 金資産213,229千円を えた額 570,703千円を「その他有価 評価 額金」に計上し
ております。

（２）当事業年度 に したその他有価 はありません。

貸借対照表計上
額が 価を

えるもの

（ 1）貸出金のうち、当 貸 （融資 を除く）205,143千円については「1年以内」に めております。また、
期 のない場合は「5年 」に めております。

（ 2）貸出金のうち、三月以上延滞債権・期 の利益を 失した債権等210,121千円は の予定が見 まれな
いため、 めておりません。

類

（３）市場価 のない 等は次のとおりであり、これらは(１)の金融 品の 価情報には まれておりませ
ん。

5,358,356

貸借対照表計上額

5,358,356

　その他有価 において、 類 との 価、貸借対照表計上額及びこれらの 額については、次のとおり
です。
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決算の状況

． に関する注記

（１） に係る注記
　 用している 度の概要

　 員の にあてるため、 与規 に基づき、 一 金 度を 用しております。また、この 度
に え、同規 に基づき の一 にあてるため 済農業協同組合 合会との契約による確定 年
金 度 びに（一財） 農 業 済会との契約による 金 済 度を 用しております。

　 務 用　　　　　　　　　　　　　　 57,764千円
　子会社 の出 者の 分担金　　 　　　 270千円
　 用　　　　　　　　　　　　　57,494千円

（２） 業務 担金の将来見 額

　 件 （うち 利 生 ）には、 生年金保険 度及び農 業 員 済組合 度の 合を図るための農
業 員 済組合法等を する等の法 則第57条に基づき、 農 済組合（存続組合）が行う

年金等の業務に要する 用に てるため 出した 業務 担金18,166千円を めて計上しております。
　なお、同組合より された令和5年3月 在における令和14年3月までの 業務 担金の将来見 額は、
164,044千円となっております。

　 定 金 済 度　　　　　　　　　 748,239千円
　確定 年金 度　　　　　　　　　 126,953千円
　 積立 債務　　　　　　　　　　176,865千円
　 引当金　　　　　　　　　　　　176,865千円

に関 する損益

　 の支払額　　　　　　　　　 　 12,381千円
　 定 金 済 度 の 出金　　　　 44,169千円
　確定 年金 度 の 出金　　　　 3,834千円
　期 における 引当金　　　　　　176,865千円

債務及び年金資産の期 高と貸借対照表に計上された 引当金の 表
　 債務　　　　　　　　　　　　1,052,058千円

（４）当事業年度 において、減損 理を行った有価 はありません。

引当金の期 高と期 高の 表
　期 における 引当金　　　　　　179,487千円
　 用　　　　　　　　　　　　 　57,764千円

　なお、 引当金及び 用の計算に、 に係る期 合要支 額を 債務とす
る方法を用いた 法を 用しております。

（３）当事業年度 において、保有目的が変更となった有価 はありません。
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決算の状況

延 金資産
貸倒引当金　　　　　　　　　　　　　12,628千円

引当金　　　　　　　　　　　48,107千円
与引当金　　　　　　　　　　　　 　8,513千円
払事業 　　　　　　　　　　　　　 9,121千円

貸倒損失　　　　　　　　　　　　　　16,949千円　
収利息不計上　　　　　　　　　　　32,565千円
払社会保険 　 　　　　　　　　　　3,904千円

減価 　　　　　　　　　　　　　11,202千円
年度 与　　　　　　　　　　　　　16,674千円
役員 引当金　　　　　　　　　　　 6,364千円
資産除 債務　　　　　　　　　　　　 4,594千円

減損損失　　　　　　　　　　　　14,134千円
益（ 払金）　　　　　 　　　　　　6,279千円

その他有価 評価 額金　　　 　　213,229千円
その他　　　　　　　　　　　　　　　 1,780千円
延 金資産小計　　　　　　　　　 406,049千円

評価性引当額　　　　　　　　　　 87,995千円
延 金資産合計（ ）　　　　　　 318,054千円

延 金 債
農 合 なし 当　　　　　　　 237千円

固定資産 計上額(資産除 債務) 　 3,396千円
延 金 債合計（ ）　　　　　　 3,633千円

延 金資産の 額（ ） （ ）　　 314,420千円

（２）法定実 率と法 等 担率との の主な
　法定実 率 　　　法定実 率 　　 27 2
　 等 に損金算 されない項目　 等 に損金算 されない項目 0 9
　受取 当金等 に益金算 されない項目 　　受取 当金等 に益金算 されない項目 　 　　 6 1
　 等割額　 等割額 0 7
　評価性引当額の 減 　　　評価性引当額の 減 　　 0 3
　その他 　　　その他 　　 0 6
　 会計 用 の法 等の 担率　 会計 用 の法 等の 担率 23 0

10．収益認識に関する注記

（収益を理解するための基礎となる情報）

11．その他の注記

（1）「 ー 取引に関する会計基準」に基づく注記
貸手となるフ イ ン ・ ー 取引

　 ー 資資産の内訳（単位 千円）
ー 債権 分　　28,351

受取利息 当額　　 1,499
　　合　計　　　　　26,852

． 会計に関する注記

（１） 延 金資産及び 延 金 債の内訳は次のとおりです。

「重要な会計方針に係る事項に関する注記（５）収益及び 用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、
注記を しております。
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決算の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 千円）

１年以内 11,105

１年 ２年以内 8,318

２年 ３年以内 3,846

３年 ４年以内 2,349

４年 ５年以内 1,232

５年 0

(3)当 貸 契約及び貸出金に係る ッ ン イン契約

　当 貸 契約及び貸出金に係る ッ ン イン契約は、 からの融資実行の申し出を受けた場合に、
契約上規定された条件について がない り、一定の 度額まで資金を貸 けることを約する契約です。これ
らの契約に係る融資 実行 高は594,971千円です。

　当事業年度 における当該資産除 債務の総額の 減
　　期 高　　　　　　　　　　　　16,826千円
　　 の経 による 額　　　　　　　　66千円

　当組合の 営農経済 ン ー及び イ ン ーは、 有者との協 により令和15年3月6日までに立
きすることが決定しており、 借契約 による 状回 務に関し令和3年度より資産除 債務を計上しており
ます。

当該資産除 債務の金額の算定方法

　資産除 債務の見積りにあたり、支出までの見 期間は12年間、割引率は0 393 を 用しております。

　　期 高　　　　　　　　　　　　16,893千円

貸借対照表に計上している以 の資産除 債務

　当組合は、借 上の建物に関して、不 産 貸契約に基づき、 における 状回 にかかる 務を有して
おりますが、当該建物は当組合が事業を 続する上で の施設であり、 で除 は 定しておりません。
また、 が行 れる予定もないことから、資産除 債務の 行 期を合理的に見積もることができません。そ
のため、当該 務に見合う資産除 債務を計上しておりません。

(2)「資産除 債務に関する会計基準」に基づく注記
資産除 債務のうち貸借対照表に計上しているもの

当該資産除 債務の概要

　 ー 資資産に係る ー 債権 分の貸借対照表日 ５年以内における１年 との回収予定額及び５年
の回収予定額

ー 資資産に係る
ー 債権 分
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（単位：円）

　　　　科　　　　目

 当期未処分剰余金
 剰余金処分額

利益準備金
任意積立金
　　　　　税効果調整積立金
　　　　　固定資産減損積立金
　　　　　経営基盤安定化積立金
　　　　　リスク対策積立金
　　　　　施設整備積立金
　　　　　買取販売対策積立金
出資配当金
事業利用分量配当金

 次期繰越剰余金

（注）
　　　１．出資配当金については次のとおりです。

令和４年度 年　1.00％
令和５年度 年　1.00％

　　　２．事業利用分量配当金の基準は次のとおりです。
令和４年度
令和５年度

　　　３．目的積立金の種類、積立目的、積立目標額、積立基準等は次のとおりです。

＜別表＞　　 （単位：千円）

積立目標金額

　　　４．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための
　　繰越額が次のとおり含まれています。

令和４年度
令和５年度

税効果調整
積立金

固定資産
減損積立金

繰延税金資産（法人税等の前払部分）の剰余金処分を留保するために積立を行う。取
り崩しは法人税等の繰延税金資産が回収された金額を取り崩す。

固定資産減損会計に備え、経営の健全性、安定的な財務基盤の為に積立を行なう。各
年度に発生した減損損失の範囲内で取り崩す。

令和４年度 令和５年度

種　　類 目的及び取り崩し基準

生産資材購入額に対して2.0％の割合
生産資材購入額に対して2.0％の割合

施設整備
積立金

買取販売
対策積立金

施設の取得・維持・修繕・解体等の費用の発生に備えるために積立を行う。施設の取
得・維持・修繕・解体等にて費用が発生した場合に理事会の決議により必要と認められ
た額を取り崩す。

買取販売に対して、経営の健全性、安定的な財務基盤の為に積立を行なう。各年度に
発生した貸倒損失及び大幅な価格変動時に発生した損失の範囲内で、理事会の決議
により必要と認められた額を取り崩す。

経営基盤
安定化積立金

リスク対策
積立金

組合の財務基盤の安定及び自己資本の充実を図るために積立を行う。各事業年度に
おいて過年度に比べて大幅な費用の発生または収益の減少により当期欠損金発生し
た場合、理事会の決議により必要と認められた額を取り崩す。

貸出金等不良債権の貸倒損失等、有価証券運用の評価損・処分損、外部出資の減損、
預け金の損失等及び自然災害等による多額の被害、損失、損害補填等、予期せぬ事態
が発生した場合の損失と被害等に備えるために積立を行う。そうした損失等が生じた
場合に理事会の決議により必要と認められた額を取り崩す。

算

決算の状況
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令和４年度

　　　 ４年度（令和４年２ １ ら令和５年１ ３１ まで）部 別損益計
（単位：千円）

    分 計 用事業 事業 農業 事業 生活その 事業 営農指導事業 理費等

 事業収益

 事業費用

 事業 利益

 事業 理費

 （う 減価 費）

 （う 人 費）

 う 理費

 （う 減価 費）

 （う 人 費）

 事業利益

 事業外収益

 う 分

 事業外費用

 う 分

 経 利益

 別利益

 う 分

 別損失

 う 分

 税 前当期利益

（注） 、 、 、 、 は各事業に で ない部分

１ 理費等及び営農指導事業の 部 の配 基準等
　（１） 理費等
　 　 理費等の 部 の配 基準

 　 理部を ３分割 （人 割 事業 利益割 事業 理費（人 費を ）割） ３
　（２）営農指導事業
　　 営農指導事業費（損失）の 部 の配 基準

 　 理部および営農指導を ３分割 （人 割 事業 利益割 事業 理費（人 費を ）割） ３

２ 配 割合（１の配 基準で 出した配 の割合） （単位：％）

　　　分 用事業 事業 農業 事業 生活その 事業 営農指導事業 合  計

 理費等

 営農指導事業

３ 予 の （単位：千円）

　　　分 当  予 額 修 額 修 予 額 決 額   

事業 理費

営農  収入

指 導  出

事業  （ ）

４ 事業損益の内 （単位：千円）

　　分 用事業 事業 農業  事業 生活その  事業 営農指導 事業

 経 利益 （ ）

 減価 費 （ ）

 理費等 （ ）

 事業損益

 営農指導事業分
 配 額

 営農指導事業分 配
税 前当期利益

決算の状況
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令和５年度

　　　 ５年度（令和５年２ １ ら令和 年１ ３１ まで）部 別損益計
（単位：千円）

    分 計 用事業 事業 農業 事業 生活その 事業 営農指導事業 理費等

 事業収益

 事業費用

 事業 利益

 事業 理費

 （う 減価 費）

 （う 人 費）

 う 理費

 （う 減価 費）

 （う 人 費）

 事業利益

 事業外収益

 う 分

 事業外費用

 う 分

 経 利益

 別利益

 う 分

 別損失

 う 分

 税 前当期利益

（注） 、 、 、 、 は各事業に で ない部分

１ 理費等及び営農指導事業の 部 の配 基準等
　（１） 理費等
　 　 理費等の 部 の配 基準

 　 理部を ３分割 （人 割 事業 利益割 事業 理費（人 費を ）割） ３
　（２）営農指導事業
　　 営農指導事業費（損失）の 部 の配 基準

 　 理部および営農指導を ３分割 （人 割 事業 利益割 事業 理費（人 費を ）割） ３

２ 配 割合（１の配 基準で 出した配 の割合） （単位：％）

　　　分 用事業 事業 農業 事業 生活その 事業 営農指導事業 合  計

 理費等

 営農指導事業

３ 予 の （単位：千円）

　　　分 当  予 額 修 額 修 予 額 決 額   

事業 理費

営農  収入

指 導  出

事業  （ ）

４ 事業損益の内 （単位：千円）

　　分 用事業 事業 農業  事業 生活その  事業 営農指導 事業

 経 利益 （ ）

 減価 費 （ ）

 理費等 （ ）

 事業損益

 営農指導事業分
 配 額

 営農指導事業分 配
税 前当期利益

算

決算の状況
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（単位 円、 、 、 ）
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

経 収益 8,613 8,769 8,449 8,593 9,024
用事業収益 912 805 788 785 808
済事業収益 714 701 692 666 635

農業関 事業収益 6,005 6,461 6,271 6,413 6,686
その他事業収益 980 802 696 727 894

経 利益 557 578 519 613 664

384 421 385 474 509
出資金 2,809 2,933 3,175 3,321 3,414
　　　（出資 ） （2,809,130 ） （2,933,609 ） （3,175,018 ） （3,321,195 ） （3,414,806 ）

資産額 7,266 7,724 8,237 8,259 8,733
総資産額 126,466 127,281 129,727 130,939 132,400

金等 高 114,857 115,471 117,264 118,806 119,744
貸出金 高 15,701 16,700 20,218 22,134 23,098
有価 高 224 1,898 4,211 5,605 5,975

金 当金額 80 75 81 110 113
出資 当金 54 56 45 32 33
事業利用分 当金 26 18 35 77 80
員 284 284 283 279 275

単 資本比率 16 58 17 39 18 36 19 32 20 54

（単位 円、 ）
項目

項目

当期 金

（注） １．経 収益は各事業収益の合計額を表しています。
　　　 ２．当期 金は、 行等の当期利益に 当するものです。
　　　 ３． 業務の取り扱いは行っていません。
　　　 ４．「単 資本比率」は、「農業協同組合等がその経営の 性を判断するための

基準」（ 成１ 年金融 ・農水 第２号）に基づき算出しております。

令和４年度 令和５年度 　減
732 752 19
15 16 1
49 49 0
764 780 15

（0 63 ） （0 64 ） （0 01 ）

458

457
458
458

88
　（ 資 解約損益を除く。）

370
370
370

事業 益
実 事業 益

事業 益

370
事業 益

事業 利益

87
88
88

（1 98 ） （2 03 ） （0 05 ）　（事業 利益率）
2,588 2,702 113

資金運用収支
役務取引等収支
その他 用事業収支

用事業 利益
　（ 用事業 利益率）

の状況

の の
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（単位 円、 ）

高 利息 利回り 高 利息 利回り
資金運用 定 119,890 740 0 62 120,980 758 0 63

うち預金 92,864 517 0 56 91,399 523 0 57
うち有価 5,300 27 0 51 6,562 40 0 62
うち貸出金 21,725 195 0 90 23,019 195 0 85

資金 定 120,098 7 0 01 121,289 6 0 01
うち 金・定期積金 118,866 2 0 00 120,082 2 0 00
うち 性 金
うち借 金 1,232 3 0 27 1,206 3 0 26

経 率 0 40 0 41
総資金利 や 0 21 0 21

受取利息
うち預金
うち有価
うち貸出金

支払利息
うち 金・定期積金
うち 性 金
うち借 金

（注）
１． 減額は前年度対比です。
２．受取利息の預金には、 からの事業利用分 当金等 金が まれています。

0 0
引 8 18

2 0
2 0
1 0

10 18
21 5
13 13

項目 令和４年度 減額 令和５年度 減額

項目
令和４年度 令和５年度

（注）
　１．総資金利 や 資金運用利回り 資金 価（資金 利回り 経 率）
　２．資金運用 定の利息 の預金には、 からの事業利用分 当金等 金が まれて
います。

（単位 円）

の

の

の状況
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（単位 ）
項　　　目 令和４年度 令和５年度 　減

総資産経 利益率 0 47 0 50 0 03
資本経 利益率 7 37 7 55 0 18
総資産当期 利益率 0 36 0 38 0 02
資本当期 利益率 5 69 5 79 0 10

（単位 ）
区　　　分 令和４年度 令和５年度 　減

期 18 63 19 28 0 65
期 18 27 19 16 0 89

期 4 71 4 99 0 28
期 4 45 5 46 1 01

（単位 円）
項　　　目 令和４年度 令和５年度

一 員当たり 金 高 2,284 2,280

一 当たり 金 高 29,701 29,936

一 員当たり貸出金 高 1,844 2,099

一 当たり貸出金 高 5,533 5,774

一 員当たり 期 済保有高 5,016 4,977

一 当たり 期 済保有高 80,270 77,768

一 員当たり 品供 高 100 107

一 員当たり 品 高 313 308
経済事業

（注）各事業の 員 は担当 員 、また は業務を実施している本・支 （ ）、事
　　　業 等の で計算しております。

（注）１．総資産経 利益率 経 利益 総資産（債務保 見返を除く） 高 100
　　　２．資本経 利益率 経 利益 資産 定 高 100
　　　３．総資産当期 利益率
　　　　　　　　　 当期 金（ 引 ） 総資産（債務保 見返りを除く） 高 100
　　　４．資本当期 利益率 当期 金（ 引 ） 資産 定 高 100

貸率

率

（注）１． 貸率（期　　　 ） 貸出金 高 金 高 100
２． 貸率（期 ） 貸出金 高 金 高 100
３． 率（期　　　 ） 有価 高 金 高 100
４． 率（期 ） 有価 高 金 高 100

用事業

済事業

の
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（単位 円、 ）

性 金
定期性 金
その他の 金

小　　計
性 金
合　　計

（注）１． 性 金 当 金 通 金 金 通 金 別 金
　　　２．定期性 金 定期 金 定期積金
　　　

（単位 円、 ）

定期 金
　うち固定金利定期

　うち変 金利定期

（注）１．固定金利定期 預 に 期日までの利率が確定する定期 金
　　　２．変 金利定期 預 期間 の市場金利の変化に て金利が変 する定期 金

（単位 円）

目的 用 その他 目的 用 その他
一 貸倒引当金 4 2 4 2 2 3 2 3
個別貸倒引当金 137 124 0 137 124 124 115 124 115
　　　合　　計 141 127 0 156 127 127 119 127 119

（単位 円）

貸出金 額

(注)貸出金 額は個別貸倒引当金の目的 用による取 額との 前
　　の金額を記載しております。

期
高

期
額

0
令和５年度令和４年度

期 減 額区　　　分
令和４年度 令和５年度

期
高

期
額

期
高

期
高

期 減 額

　　　類

　　　類

高
66,867
51,998

118,866

118,866

令和４年度

56 25
43 75

100 00

構成比

令和４年度

100 00

高

69,706
50,376

120,082

120,082

高 減

100 00

100 00

高
減

2,839
1,622

1,216

1,216

令和５年度
構成比

58 05
41 95

令和５年度
高 構成比 高 構成比
50,409 100 0 49,284 100 0 1,124
50,409 100 0 49,284 100 0 1,124

の

の
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（単位 円、 ）

高 構成比 高 構成比
手形貸 金 9 0 0 8 0 0 0

書貸 金 21,164 97 4 22,667 98 5 1,502
当 貸 192 0 9 198 0 9 6
割引手形
金融機関貸 359 1 7 139 0 6 219

合　　計 21,725 100 0 23,014 100 0 1,288

（単位 円、 ）

　　高 構成比 　　高 構成比
固定金利貸出 10,819 48 88 11,642 50 41 823
変 金利貸出 10,368 46 84 10,595 45 87 227
その他 947 4 28 859 3 72 87

合　　計 22,134 100 00 23,098 100 00 963
（注）「その他」は当 貸 、 利息等の固定、変 の区分がないもの

（単位 円）
　　　類 　減

金・定期積金等 2
有価

産
不 産 269

場
財

その他担保 67
小　　計 339

農業 用基金協会保 45
その他保

小　　計 45
用 669

合　　計 963

　該当する取引は いません。

9,461 9,416
8,295 8,964
22,134 23,098

4,377 4,716
9,461 9,416

46 113

4,308 4,578

令和４年度 令和５年度

22 24

　　　類
令和４年度 令和５年度 高

減

　　　類
令和４年度 令和５年度

高 減

の

の

の
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（単位 円、 ）

　　高 構成比 　　高 構成比
設備資金 17,977 81 22 19,032 82 40 1,054
運 資金 4,157 18 78 4,065 17 60 91

合　　　計 22,134 100 00 23,098 100 00 963

（単位 円、 ）

　　高 構成比 　　高 構成比
農業 3,055 13 81 3,074 13 31 18

業 0 00
水産業 57 0 26 55 0 24 1

業 2,722 12 30 2,794 12 10 71
業 182 0 83 167 0 72 15

建設業 1,711 7 73 1,716 7 43 5
不 産業 104 0 47 98 0 42 6

・ ・ 供 ・水道業 191 0 87 184 0 80 7
運 ・通 業 1,034 4 67 979 4 24 55

・小 業・ 454 2 05 431 1 87 23
ー 業 2,580 11 66 2,591 11 22 10

金融・保険業 260 1 18 36 0 16 224
方 7,596 34 32 8,568 37 10 971

その他 2,181 9 85 2,401 10 40 219
合計 22,134 100 00 23,098 100 00 963

　　　類
令和４年度 令和５年度

高 減

　　　類
令和４年度 令和５年度

高 減

の

の
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１） 営農類 別
（単位 円）

　　　類 令和４年度 令和５年度 　減
農業

作 141 127 14
・ 813 763 50
・ 農業 13 2 10
作物 9 4 4
・ ・ 農 10 8 2
・ 1 1 0

その他農業 800 901 101

農業関 等

合計 1,790 1,809 19

(注)　１．農業関係の貸出金とは、農業者、農業法 および農業関 等に対する農業生産・
　　　　農業経営に 要な資金や、農産物の生産・ ・ 通に関係する事業に 要な資金等が

　 該当します。

　　　　 なお、前記 貸出金の業 別 高 の「農業」は、農業者や農業法 等に対する貸出
　　　　金の 高です。
　 　 ２．「その他農業」には、 合経営で主たる業 が 確に位置づけられない者、農業

　　　　 ー 業、農業 得が従となる農業者等が まれています。

　　　３．「農業関 等」には、 や 農(経済 )とその子会社等が まれています。

２） 資金 類別
貸出金

（単位 円）

　　　類 令和４年度 令和５年度 　減
プロ ー資金 1,723 1,722 1
農業 度資金 66 87 20

農業 代化資金 65 86 21
その他 度資金 0 0 0

合計 1,790 1,809 19

(注)　１．「プロ ー資金」とは、当組合 資の資金を融資しているもののうち、 度資金以
　　　　 のものをいいます。
　　 ２．「農業 度資金」には、 方 が直接的または間接的に融資するもの、
　　　　 方 が利子 等を行うことで が 利で融資するもの、 日本政 金融
　　　　 が直接融資するものがあり、ここでは の 貸資金と を対 としています。
　 　 ３．「その他 度資金」には、農業経営 資金( ー ー 資金)や農業経営 担
　　　　 減支援資金な が該当します。

受 貸 金

　該当する取引は いません。

の
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（単位： 円）

保 保証 当 合計
令和５年度 162 66 15 93 162

令和４年度 176 65 17 93 176

令和５年度 72 17 49 2 70
令和４年度 82 19 54 2 76
令和５年度

令和４年度

令和５年度

延 債権 令和４年度

貸出 令和５年度

和債権 令和４年度

令和５年度 235 84 65 83 233
令和４年度 258 85 72 96 253
令和５年度 22,880
令和４年度 21,893
令和５年度 23,116
令和４年度 22,152

注 １． 産 生債権及び れらに準 る債権

２． 債権

３．要 理債権

４． 延 債権

５．貸出 和債権

． 債権

　 当する取 は いませ 。

　債務 の財 態及び経営 に に がない のとして、 に る債権 外の の
に 分される債権をいいます。

　　　　　計

　 　債　権

合　　　　　計

　 産 、 生 、 生 の 立て等の事 により経営 に ている
債務 に対する債権及び れらに準 る債権をいいます。

　債務 が経営 の 態には ていないが、財 態及び経営 が 化し、 に
た債権の 本の回収及び利 の 取りがで ない 性の い債権をいいます。

　４． 延 債権 に 当する貸出金と５． 貸出 和債権 に 当する貸出金の合
計額をいいます。

　 本 は利 の 払が 定 払 の ら 延している貸出金で、 産 生債
権及び れらに準 る債権及び 債権に 当しない のをいいます。

　債務 の経営 は を図る とを目的として、金利の減 、利 の 払 予、 本の
予、債権 その の債務 に有利となる取決めを行 た貸出金で、 産 生債権及

び れらに準 る債権、 債権及び 延 債権に 当しない のをいいます。

要  理 債 権

債　権　 　分 債権額
保全額

産 生債権及び れらに準 る債権

　 　債　権

の状況 の 状況

の の状況
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（単位 千件、 円）

　　 　　

件　 18 129 20 129

金　額 16,994 25,288 14,137 25,067

件　 0 0

金　額 0 0

件　 0 0 0 0

金　額 76 188 44 162

件　 19 130 21 129

金　額 17,070 25,477 14,181 25,230
合　　計

　　　類
令和４年度 令和５年度

金・ 為替

代金取立為替

　為　替
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（単位 円）

　　　該当する取引は いません。

（単位 円）

１年以
１年

３年以
３年

５年以
５年
年以

年
10年以

１０年
期間の定め
のないもの 合計

令和４年度
債 6,400 6,400
方債

政 保 債
金融債
期社債

社債

その他の
令和５年度

債 6,800 6,800
方債

政 保 債
金融債
期社債

社債

その他の

　減
1,262

5,300 1,2626,562

令和５年度
6,562

社債

その他の有価
合　　　計

令和４年度
5,300

　　　類
債
方債

政 保 債
金融債
期社債
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その他有価

債
債
方債
期社債

社債
その他の

小計

債
債 759 5,975
方債
期社債

社債
その他の

小計 759 5,975
759 5,975

　該当する取引は いません。

　該当する取引は いません。

（単位 円）

類
令和４年度 令和５年度

貸借対照表計上額
取得 価

又は 価 額 貸借対照表計上額
取得 価

又は 価 額

貸借対照表計上
額が取得 価又
は 価を
えるもの

貸借対照表計上
額が取得 価又
は 価を
えないもの

5,605 6,364 6,759 783

5,605 6,364 6,759 783
合計 5,605 6,364 6,759 783

の

の の

の
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

（単位 円）

契約高 保有高 契約高 保有高

3,021 87,112 2,624 82,901

生 1,634 5,297 751 5,637

812 43,494 563 37,498

うちこ も 済 325 13,375 175 12,384

20 654 10 613

がん 済 230 221

定期 済 371 355

済 324 1,832 409 2,199

年金 済

建物 14,654 182,089 11,299 181,647

20,466 321,082 15,659 311,074

（注）「 類」 は主たる 済金額 とに記載し、金額は当該 済 類 とに保 金額

　（生 済は 保 の金額（ された定期 約金額等を ）を記載しています。）

（単位 円）

契約高 保有高 契約高 保有高

0 33 0 29

243 423 101 530

がん 済 0 11 0 12

定期 済 1 1

1 46 0 43

（注）「 類」 は主たる 済 類 とに記載し、金額は当該 済 類 とに 済金額を

　　　記載しています。なお、同一の 済 類に主たる 済金が ある場合は、 たに を

　　　 して記載するとともに、 済 類 との合計 を記載しています。

（単位 円）

契約高 保有高 契約高 保有高

済 388 2,444 500 2,884

認 済 89 61 149

1,480 3,686 666 4,110

18 87 13 91

629 1,546 250 1,659

2,516 7,854 1,492 8,895

（注）「 類」 は主たる 済 類 とに記載し、金額は当該 済 類 とに 済金額を

　　生 年金年額、 定重度 済は 定重度 済金額を表 しています。　記載しています。

令和５年度
　　類

合　　計

令和４年度

済

令和５年度

定期生 済

生 済

済

　　類
令和４年度

　 済

合　　計

　　類
令和４年度 令和５年度

合　　計

定重度 済

生 済（一 金 ）
生 済（定期年金 ）

の の の

の
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

（単位 円）

契約高 保有高 契約高 保有高

年金開始前 118 2,389 158 2,379

年金開始 448 406

118 2,838 158 2,785

（注）金額は、年金年額について記載しています。

（単位 円）

金額 金 金額 金

22,116 28 21,578 27

578 613

16,864 3 20,867 3

4 0 4 0

0 0

59 58

669 703

（注）「 類」 は主たる 済 類 とに記載し、金額は当該 済 類 とに保 金額

　（ 保 は 災保証を ない の金額 は 。）を しています。

　　類

令和５年度

令和５年度

令和４年度

合　　計

令和４年度

合　　計

済

済

済

　　類

定額定期生 済

済

車 済

定期生 済　

の
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

（単位 円）

供 高 収益（手 ） 供 高 収益（手 ）

885 123 941 135
3 0 2 0

農業機械 15 1 18 1
農 773 85 804 88

車 8 0 3 0
526 39 432 36

保 資 250 23 281 27
装資 1,085 104 1,167 101

建築資 1 0 0 0
・ 348 21 352 22

その他生産資 0 0 0 0
小計 3,899 401 4,004 413

生 品 14 0 13 0
一 品 110 17 111 16

財 25 1 40 4
品 11 1 14 2

日用保 235 22 275 25

その他生 物資 4 0 3 0
小計 402 44 458 48

4,302 446 4,463 461
（注）供 高は総額で記載しており、損益計算書における金額とは一 しません。

令和５年度

生
産
資

合　　　計

生

物
資

　　類
令和４年度
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

（単位 円）

取扱高 手 取扱高 手

18,155 370 18,919 386
実 1,038 21 985 20

産物 19 0 17 0
き・ 490 9 520 10

直 ・インシ ップ 71 6 54 5
合　　　　計 19,775 408 20,498 423

（単位 円）

高 収益 高 収益
取 1,187 138 1,518 195

直 ・インシ ップ 26 2 40 3
合　　　　計 1,214 140 1,559 199

令和４年度 令和５年度
　　類

　　類
令和４年度 令和５年度
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

（単位 円）
令和４年度 令和５年度

保 1 1
役 0 0

その他 8 6
計 9 8

保
保 務
その他 用 34 32

計 34 32
24 24

（単位 円）
令和４年度 令和５年度

64 63
計 64 63

54 54
計 54 54

9 8

（単位 円）
令和４年度 令和５年度

施設 35 35
事業 46 41
利用 5 4

キュ ング 122 121
予 51 49

計 261 253
施設 4 7
事業 27 26
利用 0 0

キュ ング 4 4
予 1 1
その他 0 1

計 39 42
222 210

項　　目

項　　目

収　益

　用

　　引

収　益

　用

　　引

項　　目

収　益

　用

　　引
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ＪＪＡＡななめめががたたししおおささいい　　ＲＲＥＥＰＰＯＯＲＲＴＴ

（単位：百万円）
令和４年度 令和５年度

生産者からの買取販売高（※1）
生産者からの受託販売高（※1）
その他商品の買取売上高（※2）

計
生産者からの買取販売高（※1）

生産者からの手数料（※1）
その他商品の買取売上高（※2）

計
生産者からの買取受入高（※1）
その他商品の買取仕入高（※2）

計

（注）※1の項目は販売事業にも記載しています。
　　 ※2の項目はその他事業にも記載しています。

（単位：百万円）
令和４年度 令和５年度

直売事業（※）
農業経営事業収益

リース事業
甘藷作業

農作業受託、農地集積
６次化産業
その他収益
食育事業

計
直売事業（※）

農業経営事業費用
リース事業
甘藷作業

農作業受託、農地集積
６次化産業
その他費用
食育事業

計

（注）※の項目は直売事業にも記載しております。
農業経営事業にかかる出荷・販売は平成29年10月より開始しました。

（単位：百万円）
令和４年度 令和５年度

計
営農改善費
生活改善費
教育広報費
農政活動費

計
▲ 16 ▲ 19

差　　引

項　　目

取扱高

収　益

費　用

支　出

差　　引

項　　目

収　益

費　用

差　　引

項　　目

収　入
実費収入

その他の事業取扱実績

指導事業取扱実績

直売事業（直売所・インショップ等）取扱実績





　　金額・比率は単位未満を切り捨てにより表示しております。
　　よって、合計が一致しない場合があります。

自己資本の
充実の状況編
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

単位 、

金 額

に 額

、 金 に す に す
額

に計 を 。 額

に してい 金 額

により 額 あって に 額

に

、 に す 額

によ に す を て
額 、 に 額に ま 額

額 額 額 に す
額 、 に 額に ま 額

に 額

・ ・ に を 。
額 合計額

、 に 額

、 金 額

額 、 に 額に ま 額

、 金 額

、 金 額

、 額

、 に す 額

に 額に 金 合計額

、一 金 額

金 額

、 ・ ・ に 額

金 一 に を 。 額

金 額

に い し に す 額

、 金 一 に に 。 に す 額

、 ・ ・ に に す
額

は に 合 額

、 金 金 額

、 金 額

　　　　　　

に

自己資本の構成に関する事項
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

単位 、

　　　　　　

自己資本の構成に関する事項

・ 額 合計額

、 により ・ 額に 額 合計額

・

額 　　　

に 額

に 額

、 金 に す に す
額

、 ・ ・ に に す
額

、 金 一 に に 。 に す 額

合 が を す 金 ・ 示
に しています。

は、 ・ 額 にあっては 、 金 に いては
を、 ・ 額 にあ っては を

しています。
が す す て を 比して、 比率を計 しています。

・ 額

・ 額 額

・ 額 合計額

比率

比率

、 金

、 額 額 額に 額

、 に す 額

・ 額 合計額を して 額
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

単位

・ 額 額 ・ 額 額

な

金

に す に

金 は 合 合
に

に ない
に

を
を してい 金 に

に す

を
を していない 金 に

に
額を に

金 一 金

に
よ

未

が

金

が

が

金

・

自己資本の に関する事項

に する 自己資本の の
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

単位

・ 額 額 ・ 額 額・

自己資本の に関する事項

に する 自己資本の の

・ なし計 が

により ・ 額
に 額

金 に
に により ・

額に な っ 額

額

額

・ 計 ・ 計

額

・

額を して 額

合計 ・ 額

を す
計

額

・
に す 額

額計

・

額を して 額

額

・ 額 には、 ・ 額を に しています。

は、 に てい ・ を をいい、 には 金 が します。

は、 は が してい に 金

一 金 、 において ・ が になっ す。

は、 、 な が します。

は、 に を あ に し、

一 ま は を に す を す に す。

により ・ 額に は、 額金に によ ・ 額

およ に によりなお によ して ・ 額に し が します。

には、未 ・ ・ ・ して い ま は

額が ま ます。

は、 ・ 額 にあ って、 を しています。

・ 額を して 額

場合に 合計額

が あっ
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

・ ・

金

・

・ ・ ・

に関する事項

に関する事項

は 比率 に ・ 額は 示に に
より しています。ま 、 ・ にあ って、 ・

に り す は おり す。

・ に り す は によ
し、 は しない しています。

た た

お
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

単位

金 金

　

　

・

・ ・ ・

・

金 ・

・ ・ ・

・

計

計

に
す

に
す

ない

　

計

計

に関する の

に す には、 な 、 ・ なし計 が

に す 、 に す を に ・ 額を ます。

金 は、 金 、 ・ ・ を います。

は、 し およ お に 、金 が を す をいいます。

金 には 額 ています。

は、 金 をいいます。

は、 は が してい をいいます。

に関する事項
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

単位

単位

　

　

計

・
・ ・
・
・

金 ・
・ ・

・
・

　

計

金 額は 金 によ 額 金額を しております。

金
額

額 金

一 金

金

　
額

額

　 額

額

額

額

の の

の の の

に関する事項
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

単位

あり なし 計 あり なし 計

・

・

・

計

・

の する

に す には、 な 、 ・

なし計 が に す 、

に す を に ・ 額を ます。

あり には ・ において を してい 、

なし には ・ において を していない

を しています。なお、 は によ しています。

によって ・ を し に いては、

・ によって 計しています。ま 、 によって ・ を

し に いて 計 しています。

には、 に 、 して い ま は

・ 額に 、 な に な ・

を し があります。

に関する事項
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

に関する の の

に関する事項

は、 比率 にお ・ 額

において、 に して一 を満 す が てい 場

合に、 ・ に て、 に す ・

を す な ・ 額を す す。
は、 を 比率 にて ています。

して、 金 、 、 金 合 金
を しています。

金 は、 ま は一 が、
ま は に が す 金 によって てい

をいいます。 は、 金 に いて
を いています。

に いては、 より い ・ が

、 が 、 金 、 が 、

、 、 金 ま は 一 金 、

を してい を し、

に に いて、 ・ に て、

を しています。
し、 に いては、 に

が ま は 、 に が ま は を し
てい を し、 に
に いて、 ・ に て、 ・ を して
います。

金 合 金 に いては 、
に す に 、 金 合 金 が に あ を

示す な を してい 、 一 にあ 金
合 金をい において す が 、 合 金が な

い が てい 、 金 合 金 額が、 およ
てい 、 をす て満 す場合に、 にあ 金 合

金 額を 額 しています。

に す は、一 に

し っています。なお、 な は 合 金 す。
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

単位

金

が

金 一 金

合計

　 す は いま 。

　 す は いま 。

金
・

金
・

の

は、 に てい ・ を をいい、 な しては

金 が します。

は、 は が してい に

金 一 金 、 において ・ が になっ

す。

は、 に を あ

に し、 一 ま は を に す を す に す。

には、 金・ ・ ・

・ ・ 未 ・未 ・ が ま ます。

・ は、 を に、 を し い

い を し い り を 、 に ・

な が し 場合に い が り に 一 金額を す をいいます。

に関する事項

の の に関する事項

に関する事項
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

資 の に する に関する の の

資 の に する に関する事項

に す は、 に 表

は して計 てい あり、 においては、 を

およ 、 、 およ に して し

ています。

およ に いては、 な を により、

より 率 を して、 を しています。 に いては

、 な を 切な に ています。

に いては な す あり、 切な 場

およ に ています。 には、 場 しな

な を し、 を

に す を に して、 な を っ

ています。 は し な

に 、 を っています。 が っ に いては

が 切な を ってい し に を い

に しています。

に いては、 して を に 、
な を 合 を ており、 に いて を
っています。

なお、 に す に いては、 お
よ に いては、 を し、 に て 金を、

に いては を っ 、 額に いては、
額金 して に計 しています。 およ に い

ては、 を し、 に て 金を しています。ま 、
な 計 があ 、 表に す しています。
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ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

単位

表
計 額

額
表

計 額
額

場

場

合計
額 は、 あ は 、 ない は 表計 額 合計額 す。

　 す は いま 。

　 す は いま 。

　 す は いま 。

　 す は いま 。

資 の に する の

資 の に する の に

の
の る 資の

の

関 の

資 の に する に関する事項

の る に関する事項
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ＪＪＡＡななめめががたたししおおささいい  ＲＲＥＥＰＰＯＯＲＲＴＴ

金利リスクに関する事項

金利リスクとは、金利変動に伴い損失を被るリスクで、資産と負債の金利又は期間のミスマッチが存在

する中で金利が変動することにより、利益が減少ないし損失を被るリスクをいいます。

当ＪＡでは、金利リスク量を計算する際の基本的な事項を「金利リスク量計算要領」に、またリスク情

報の管理・報告にかかる事項を「余裕金運用等にかかるリスク管理手続」に定め、適切なリスクコント

ロールに努めています。

具体的な金利リスク管理方針および手続については以下のとおりです。

◇リスク管理の方針および手続の概要

・リスク管理および計測の対象とする金利リスクの考え方および範囲に関する説明

当ＪＡでは、金利リスクを重要なリスクの一つとして認識し、適切な管理体制のもとで他の市場リスク

と一体的に管理をしています。金利リスクのうち銀行勘定の金利リスク については、個別の管理指

標の設定やモニタリング体制の整備などにより厳正な管理に努めています。

・リスク管理およびリスクの削減の方針に関する説明

当ＪＡは、リスク管理委員会のもと、自己資本に対する の比率の管理や収支シミュレーションの分

析などを行いリスク削減に努めています。

・金利リスク計測の頻度

毎月末を基準日として、月次で を計測しています。

・ヘッジ等金利リスクの削減手法に関する説明

該当ありません。

◇金利リスクの算定手法の概要

当ＪＡでは、経済価値ベースの金利リスク量（⊿ ）については、金利感応ポジションにかかる基準日

時点のイールドカーブに基づき計算されたネット現在価値と、標準的な金利ショックを与えたイールド

カーブに基づき計算されたネット現在価値の差により算出しており、金利ショックの幅は、上方パラレル

シフト、下方パラレルシフト、スティープ化の３シナリオによる金利ショック（通貨ごとに異なるショッ

ク幅）を適用しております。

・流動性貯金に割り当てられた金利改定の平均満期

流動性貯金に割り当てられた金利改定の平均満期は 年です。

・流動性貯金に割り当てられた最長の金利改定満期

流動性に割り当てられた最長の金利改定満期は 年です。

・流動性貯金への満期の割り当て方法 コア貯金モデル等 およびその前提

流動性貯金への満期の割り当て方法については、金融庁が定める保守的な

前提を採用しています。

・固定金利貸出の期限前返済や定期貯金の早期解約に関する前提

固定金利貸出の期限前返済や定期貯金の早期解約について考慮していません。

・複数の通貨の集計方法およびその前提

通貨別に算出した金利リスクの正値を合算しています。通貨間の相関等は

考慮していません。

・スプレッドに関する前提 計算にあたって割引金利やキャッシュ・フローに含めるかどうか

一定の前提を置いたスプレッドを考慮してキャッシュ・フローを展開しています。

なお、当該スプレッドは金利変動ショックの設定上は不変としています。

・内部モデルの使用等、⊿ＥＶＥおよび⊿ＮＩＩに重大な影響を及ぼすその他の前提

内部モデルは使用しておりません。

・前事業年度末の開示からの変動に関する説明

該当ありません。

・計測値の解釈や重要性に関するその他の説明

該当ありません。

◇⊿ＥＶＥおよび⊿ＮＩＩ以外の金利リスクを計測している場合における、当該金利リスクに関する事項

該当ありません。

金利リスクの算定手法の概要



ＪＪＡＡななめめががたたししおおささいい  ＲＲＥＥＰＰＯＯＲＲＴＴ

（単位：百万円）

当期末 前期末 当期末 前期末

１ 上方パラレルシフト

２ 下方パラレルシフト

３ スティープ化

４ フラット化

５ 短期金利上昇

６ 短期金利低下

７ 最大値

８ 自己資本の額

当期末 前期末

IRRBB：金利リスク

⊿EVE ⊿NII
項番

金利リスクに関する事項

金利リスクに関する事項





　　金額・比率は単位未満を切り捨てにより表示しております。
　　よって、合計が一致しない場合があります。

連結情報編
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単位 、

は
金 は
金 比率 比率

単位 、

　
　

比率

　　　

　　
　　

比率 は、 合 が を す
　　　金 ・ 示 に しております。

金
額

な が

な が

　 、 において 比率を す な は す。な
お、 比率を す な 、 表 に に ま

に、 はありま 。

　 な が しお い は、 、 ています。

・ 　　

額

　
　 は、 、 金 、

、 、 比率は なりまし 。

な が しお い

　　

な が

な が

　
　

グループの概況

１．グループの事業系統図

２．子会社等の状況

３．連結事業概況（令和５年度）

４．最近５年間の連結事業年度の主要な経営指標
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な が

な が

な が

な が

　 　

グループの概況

延方駅

ATM玉造支店

ATM北浦支店

ATM牛堀支店

JAなめがたしおさい 本部

ATM潮来支店

ATM麻生支店

ATM病院売店

農産物直売所

毎月第3日曜日
イベント開催！ 稲　刈　り

コメ乾燥（ライスセンター）

受託作業
承ります！

！

（有）アグリサポート麻生

TEL0299－72－1880まで
ご相談は

なめがた農機燃料（株）
農機具修理のご用命は
各農機センターへ！

かすみがうら市

霞ヶ浦

行方市

なめがた麻生ホールなめがた麻生ホール

玉造営農経済センター玉造営農経済センター
JAメイト玉造店JAメイト玉造店 北浦営農経済センター北浦営農経済センター北浦営農経済センター北浦営農経済センター北浦営農経済センター

JAメイト北浦店JAメイト北浦店JAメイト北浦店

潮来市

（有）（有）アグリサポート麻生アグリサポート麻生アグリサポート麻生アグリサポート麻生

北部農機センター

なめがた農機燃料（株）本社本社
ふれあいの家

麻生営農経済センター
JAメイト麻生店
南部農機センター

なめがたサービスなめがたサービスなめがたサービス

なめがた中央ホールなめがた中央ホール
なめがたサービスなめがたサービス

土浦協同病院土浦協同病院土浦協同病院
なめがた地域医療センターなめがた地域医療センターなめがた地域医療センターなめがた地域医療センター

小美玉市

北浦
鹿嶋市

神
栖
市

潮来駅

千葉県
香取市

外浪逆浦

鉾
田
市

営農経済センター営農経済センター営農経済センター潮来潮来
JAメイトJAメイト潮来店店

なめがた潮来ホールなめがた潮来ホールなめがた潮来ホールなめがた潮来ホール
なめがたサービスなめがたサービスなめがたサービス
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単位

　　　　　　　　

　 　 　 　 　

　 金
　 金
　
　 金
　
　 金

　

　 未 金
　
　
　
　
　 金

　
　 金

　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

　　　　
　　　　　
　　　　　 計額
　
　　　　　

　
金

合計

５．連結

グループの概況
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グループの概況

単位

　　　　　　　　

　 　 　 　 　

　 金
　 金
　

　 金
　

　 未 金
　

金

　 未
　
　
　

金
　 金
　 に
　 金

に 金
合計

　 　 　 　 　 　
合

　 金
　 金
　 金
　 未

　 す 合 金

・ 額
　 額金
　 額金

合計
合計
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単位

　
　　　　 金
　　　　 金

　　　　

　　　　 金

　　　　

　　　　
　　　　
　
　　　　 金
　　　　 金

　　　　 て 金

　　　　 金

　　　　

　　　　
　　　　
　　　　 金

　　　　 金

　
　
　　　　
　　　　
　
　　　　
　　　　
　　　　
　
　
　　　　
　　　　
　　　　
　
　　　　
　　　　
　　　　
　
　
　　　　
　　　　
　　　　
　
　　　　
　　　　
　　　　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

　　　　　　　　　

．連結

グループの概況
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グループの概況

単位

　
　 金
　

　
　 　 　

　
　

　
　
　
金

額
合計

に す
金
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単位

　 によ ・

　　　　 金

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　 金 額 は

　　　　 金 額 は

　　　　 に 額 は

　　　　 金 額 は

　　　　 金

　　　　 金

　　　　 金

　　　　 金

　　　　 金

　　　　

　　　　 は

　　　　金 は

　　　　 は

　　　　 は

　　　　 によ は

　　 によ

　　　　 金

　　　　 金

　　　　 金

　　　　 金

　　　　

　　　　

　　 によ

　　　　 金

　　　　 金

　　　　 金

　　　　未

　　　　

　　　　

　　 によ

　　　　 未 金

　　　　

　　　　

　　　　 未 金

　　　　

　　　　

　　　　

　　

　　　　

　　　　

　　　　未 額 は

　　　　 金 によ

　　　　 金 によ

　　　　 金 によ

　　　　 金 によ

　　　　 金 額

　　　　 金 額

　　計

　　　　　　　　　

．連結 ー

グループの概況
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グループの概況

単位

　　　　 金 額

　　　　 額

　　　　 額

によ ・

　 によ ・

　　　　 によ

　　　　 によ

　　　　 によ

　　　　金 によ

　　　　金 によ

　　　　 金 によ

　　　　 によ

　　　　 によ

　　　　 によ

　　　　 によ

　　　　 を

　　　　 によ

　　　　 を

　　　　 によ

によ ・

　 によ ・

　　　　 によ

　　　　 金 によ

　　　　 額によ

　　　　 しによ

　　　　 によ

　　　　 によ

　　　　 によ

　　　　 しによ

　　　　 金 額

　　　　 金 額

　　　　 を ない

　　　　 によ

　　　　 を ない

　　　　 によ

によ ・

　 金 金 に 額

　 金 金 額 は 額

　 金 金

　 金 金
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計 な な に す

に す
　 　　 　
　 　 　 な が
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　な が

に す
　 は いま 。

に す
　 は一致しております。

　 はありま 、 しておりま 。

金 いに す

金計 は、 に いて 計 に し に いて してお
ります。

・ 計 にお 金 金 金

・ 計 にお 金 金 は、 表 金
金 金、 金 金 なっています。

な 計 に に す

を
　 　　　　　 によ
　

あ 場 に 額は により し、
は により

　 　 ない によ

　 一 　　　　 によ
　 によ 切
　 　　 によ
　　　　　　　　　　　　　　 によ 切
　 　　　　　　　 によ
　　　　　　　　　　　　　　 によ 切
　 　　　　　 によ
　　　　　　　　　　　　　　 によ 切

　

率 を しております。 し、 に し を に
に し に いては、 額 を しております。

額に いては、 に す 一 によっております。

額 未満 一 に いては、 に 、
を っております。

額が 未満 額 に いては、 に 、 一 し
ております。

　 額 を しております。

グループの概況

令和４年度．連結
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グループの概況

金 計
　 金

金は、あ てい 、 ・ に り、
おり計 しております。 、 に が してい に

にあ に に いては、 額 、 額
によ 額を し、 額を計 しております。

ま 、 は にないが、 に が い に に
いては、 額 額 によ 額 額を し、 額 、

を 合 に して 額を計 しております。 に す
に ・ を合 に が に いては、 ・

額 額 によ 額を し 額 額を
てております。

に いては、 して 額 は 額を 計 し
ており、 額は、 は を し 率 一 にお

に 率を 、 しております。す て は、 に 、 が
を し、 し が を しており、 に いて
を っております。

　 金
　 に して す に て 、 額 を計 しております。

金

に 、 にお 金 額に 、
に してい 額を計 しております。なお、 金 計 に、

に 合 額を す を い を しております。

金
　 金 に て、 金 に 額を計 しております。

計
・ に 計

に を計 す によっております。

な にお 計
合は、 に す 計 計 に す

計 計 を しており、 し は
が に し 、 し は、 す に て は に

ま 金額 を しております。 な にお な を す
は おり あります。

　

合 が し を して す あり、 合は に 、 し
を す を っております。 に す は、 し す

、 を しております。

　

に な に な を し、 合 に す あり、 合は
に 、 を す を っております。 に す は、

し す 、 を しております。

　

合 が し を 合が して に す あり、 合は
に 、 を す を っております。 に す は、 し

す 、 を しております。

　

合 が し ・ を ・ す あり、 合は に 、
す を っております。 に す は、 に って す
、 に て を しております。
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グループの概況

　

・ ・ ・ を して、 す
あり、 合は に 、 す を っております。 に す

は、 が し す 、 を しております。

　

合 に ・ ・ を す あり、 合は に
、 す を っております。 に す は、 に が し

す 、 を しております。

計
　 計 は、 によっております。

計 に し 金額

　 金額は、 未満を切り捨てて表示しており、金額 未満 に いては 表示しております。

計 な な

・

合は、 に いて、 表示を っておりま 。よって、
に いては、 て表示しております。 し、 計 、

に いては、 合 に い、 を し 額を しております。

合が して す 計 表示に いて

、 合が して に してい 場合には、 額 を して、
して表示しております。ま 、 、 合が して に し

てい 場合には、 額 を して、 して表示しております。

計 に す

に す 計

合は、 に す 計 計 。 計
い 。 に す 計 計

を し、 し は が に し 、 は
に ま 金額 を す い しまし 。 計 によ

な は おり す。

に

は を に す に していない場合、すな 、 に って を
して に いては、 は、 額を して しておりまし

が、 額 に 額を し 額 を す に して
おります。

に
において、 は、 金を し を しておりまし が、

し を す に しております。 計 に いては、 計
し に な いに っており、 より に な 計 を し

場合 額を、 金に し、 な 計 を し
ております。 、 金 は、 し、 が 、

が し、 、 が しておりま
す。
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グループの概況

に す 計

に す 計 計 。 計 い
。 を し、 計 金 に す 計

計 に な いに って、 計 が
な 計 を、 に って す い しまし 。 によ 計 はあり
ま 。

計 りに す

金

計 に計 し 金額　 金 　 金

計 り に す に す

金 計 は、 において 一 を な 額を して
っております。 りに いては、 に し 計 を し

て、 が な 金額を合 に っております。
し し、 りは な 合 を ます。よって、 に

が 金額が り なっ 場合には、 計 において す
金 金額に な を があります。ま 、 により、 率が

場合には、 計 において す 金 金額に な を がありま
す。

計 に計 し 金額　 　

計 り に す に す

に が す 場合には、 ・
額を比 す により、 に いて を しております。 に

単位 あ ・ 単位に いては、 ま は ・
し ・ を して 単位

しております。
、 において、 ・ に いては、 に し

計 を して しており、 計 ・ 、 率 に いては、一
を して しております。 は な 合 を

、 計 に な を があります。

金

計 に計 し 金額　　 金　

計 り に す に す

は な 計 に に す 金 計 金
に しております。 な は、 にお し あります。

にお し は、 を に し、 し
ております。

に 計 に は、 により、 りに い が
し 場合は、 に 計 にお 金に な を す があります。

表に す

に 額を し 場合にお 額

額 してい 額は あり、 は、 おり
す。

　 　 　　　　 　 　　 　
　 　 　　　　 　

に してい

金 を に、 金 を 金 に
に、 金 を 金 に に しております。
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グループの概況

　 　

　 に っ

によ に す 金 金

　　　 に す 金 額　

合 ま に
額 合計額

、 に 額は 、 額は す。なお、
に は、 、 、 て によ

り に ってい に す に す。
ま 、 は、 が には っていない 、 が し、
に っ りが ない い に

を 。 す。 、 はありま 。 額はありま 。なお、
は、 は が してい 金

に に しない す。
ま 、 は、 は を を して、金 、

い 、 、 に な を っ 金
に 、 に しない す。 に
、 、 額 合計額は す。なお、 に
額は、 金 金額 す。

に す に

に す に す 一 を
す に 、 を い、 額に いては、 額に 金

額を に 金 して に計 し、 を し 金額を 額金
して に計 しております。

を っ 　　

を っ にお 合計額が 額

合計額を 金額　　　

に

に す に 、
に いて は に てい

額 に合 な を って い しまし 。

計 に す

に す

　 を し を し は

合 は、 を 単位 して を し 、 に いては、
を に し、 に いては を

単位 しております。ま 、 し ・ を ない 、
・ に してい 、 、 ・ は 合

しており、 、 、 、 は
しております。

　 に を計 し は、 り す。
場　

あ 、 額 し 額を して い しまし
。
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グループの概況

　 金額に いて、 に計 し 金額 な

　　　　 　　　
　　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　 　　
　　　合　　　　　計　　　　　 　　

　 額

、 、 額に いては
額を しており、 は に いては 額、 に いては 額に

しております。

に 切 額

　 には、 に 切 により、 が ま ています。

金 に す

金 に す

　 場

合 は、金 、 な 場 を に す により、
を っております。 、 を し

を に、 ・ 金 な を し、金 に に な
に ております。 り 、 に いては、 場 しな

合 な を し、 において を に、
す を に して、 な を っております。

は、 し な に 、
を っております。 が っ に いては が 切な を ってい

し に を い に しております。

金 に す

合は 合 っ 金を に、 合 な 、 っ
金を 合 合 てい 、 な によ を って

おります。ま 、 金を に を っております。

金

合が す 金 は、 して 合 合 に す 金 あり、 金
は、 合 によって に ております。ま 、 は、 に

あり、 しております。 は 、金
場 に ております。

金 に

　

合は、 は に いては において を しております。ま 、
に いては、 に を し を りなが 、 を っておりま

す。 にあ っては、 ・ な により を に、
な な を て、 を っております。 において ・ を

、 を に っております。 に いては ・ を ・ し、
に り おります。ま 、 、 金に いては ・ に

額を計 し、 に ております。
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単位
　 表 額
　計 額

金

　
金

金
　 金

計
金

計

金に す 一 金 金を しております。

金 に い

場 に

合 してい 金 はす て 金 す。 合において、 な
あ 金 を 金 は、 金、 金、 に

してい 、 金 す。 合 は、 金 金 に いて、 金
合 な を い 額を、金 にあ って に して
おります。金 す て が一 あ し、 、 な 金 が

し し 場合には、 が す しております。 額は、
金 を が一 場合を しており、金 を しておりま

。ま 、金 合 な を が 場合には、 額を が が
います。

　 金 に

合 は、 金 り に いては、 ・ に いて 金計 を し、 な
に ております。ま 、 場 に いては、 を な 位 、

に な 金 を し 、 な に を っております。

金 に す に いて

金 に を には、 場 に 額 、 場 がない場合には合
に 額 に 額を が ま ております。 額 においては一

を してい 、 な によっ 場合、 額が な います。

金 に す
金 表計 額

　 にお 表計 額、 額は、 おり す。
　なお、 場 ない は、 表には ておりま 。

金

満 ない 金に いては、 は 額 してい 、 額によっております。満
あ 金に いては、 に に、 あ 金

　 い り い を に 金額 して しております。

　
　 は 金 示 によっております。
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単位

合計

金 満 あ 額
単位

金

満 あ

金

合計

額
単位

金 　　　
合計

金 、 金に いては に ております。

に す

額に す は おり す。

　 金

金 、 金 によ は、 場金 を す 、 が
なっていない り、 は 額 してい 額によっております。一 、 金

によ は、 金 に に、 金 合計額を あ
り い 額 金を して に 金額 して しております。

なお、 てい ・ を し に いて、 額 金を し 額
を に 金額 しております。

金 、 ・ を し は が ま な
い 、 ておりま 。

金

金に いては、 に 場合 額 額 を なしております。ま 、
金に いては、 に に、 ・ を あ
り い を に 金額 して しております。

表計 額

場 ない は おり あり、 は 金 には ま ておりま
。

金 、 を に いては に ております。ま
、 ない場合は に ております。
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単位
　 表
　計 額

計

計

に し はありま 。

において、 が なっ はありま 。

に す

に

金 表

にお 金　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 　

額　　　　　　　　　 　

金 金　　　　

金 金　　　　

にお 金　　　　　　

　 金 表に計 金 表

　　　　　　　　　　　　　

金 　　　　　　　　　　

金 　　　　　　　　　　

未 　　　　　　　　　　　

金　　　　　　　　　　　　　

に す

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

金 額

表計 額が
を

表計 額が
を ない

合計

額

額に 金 を 額 を 額金 に計 し
ております。

　 してい

にあて 、 に 、 一 金 を しております。ま 、
に 、 に 一 にあて 合 合 によ
金 に 一 によ 金 を しております。なお、

金 計 に、 に 合 額を す を い
を しております。

には、 金 合 合を
合 を す に 、 合 合 が

金 に す に て し 金 を て計 しております。
なお、 合より示 にお ま 金 額は、

なっております。
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計に す

金 金 は おり す。

金

　 金
　 金
　 金
　未
　 　 　　
　未 計 　 　　
　未 　　
　 　　
　 　　
　 金 　　
　
　 　
　 未 金
　 額金
　
　 金 計
　 額
　 金 合計

金
　 合 なし
　 計 額
　 金 合計
　 金 額

率 率 な
率

　 に 金 ない
　 金 に 金 ない
　 額
　 額
　

計 率

に す

を す な

に す 計 に
　 な ・

額、 計額
単位

合計

な 計 に に す 計 に 一 を してい
、 を しております。

・ 、 が に す 計
は、 に に 計 によっており、 は おり

す。

額
計額
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未 額 単位
合計

、 、 額 単位

額

単位

単位

に す 計 に
表に計 してい

金額
りにあ り、 ま は 、 率は を しております。

　 にお 額
　　　　　　　　　　　　
によ 額　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

表に計 してい

金に

に 表 にお 額
額

額 額 額を 額 し、 額 に いては、
によっております。

合 は、 により ま に
す が しており、 によ に し より を計 してお

ります。

額

額
　　合　計

合は、 に して、 に 、 にお に を して
おりますが、 は 合が を す あり、 は しておりま 。
ま 、 が ない 、 を合 に が ま 。

、 に 合 を計 しておりま 。

金に は、 し を 場合に、
に いて がない り、一 額ま 金を を す す。

に 未 は す。

に
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　 は一致しております。

　 はありま 、 しておりま 。

金 いに す
金計 は、 に いて 計 に し に いて してお

ります。

・ 計 にお 金 金 金
・ 計 にお 金 金 は、 表 金

金 金、 金 金 なっています。

な 計 に に す

　　　 　　 によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 によ 切

　 額 を しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 によ 切

　
率 を しております。 し、 に し を に

に し に いては、 額 を しております。

計 な な に す

に す
　 　　 　
　 　 　 な が
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　な が

に す
　 は いま 。

に す

　
　 を し、 額を す 額 を しております。

を
　 　　　　　 によ
　

あ 場 に 額は により し、
は により

　 　 場 ない によ

　　　 　　　　　　　 によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 によ 切
　　　 　　　　　 によ

　　　 一 　　　　 によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 によ 切

令和５年度
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計
　 な にお な を す は おり あります。

　

に な に な を し、 合 に す あり、 合は
に 、 を す を っております。 に す は、

し す 、 を しております。

金
　 金 に て、 金 に 額を計 しております。

　

合 が し ・ を ・ す あり、 合は に 、
す を っております。 に す は、 に って す
、 に て を しております。

　

合 が し を して す あり、 合は に 、 し
を す を っております。 に す は、 し す

、 を しております。

　

・ ・ ・ を して、 す
あり、 合は に 、 す を っております。 に す

は、 が し す 、 を しております。

　

合 が し を 合が して に す あり、 合は
に 、 を す を っております。 に す は、 し

す 、 を しております。

金 計
　 金

金は、あ てい 、 ・ に り、
おり計 しております。

金
に 、 にお 金 額に 、

に してい 額を計 しております。なお、 金 計 に、
に 合 額を す を い を しております。

、 に が してい に に
あ に に いては、 額 、 額 によ

額を し、 額を計 しております。

ま 、 は にないが、 に が い に に
いては、 額 額 によ 額 額を し、 額 、

を 合 に して 額を計 しております。 に す
に ・ を合 に が に いては、 ・

額 額 によ 額を し 額 額を
てております。

に いては、 して 額 は 額を 計 し
ており、 額は、 は を し 率 一 にお
に 率を 、 に な を て しております。

す て は、 に 、 が を し、 し
が を しており、 に いて を っております。

　 金
　 に して す に て 、 額 を計 しております。
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　　 合が して す 計 表示に いて

、 合が して に してい 場合には、 額 を して、
して表示しております。ま 、 、 合が して に し

てい 場合には、 額 を して、 して表示しております。

計
　 計 は、 によっております。

計 に し 金額
　 金額は、 未満を切り捨てて表示しており、金額 未満 に いては 表示しております。

計 に す

に す 計

に す 計 計 。
計 い 。 を し、 計 に

な いに って、 計 が な 計 を に って す い
しまし 。 によ 計 に はありま 。

計 な な
　　 ・ に いて
　 合は、 に いて、 表示を っておりま 。
　よって、 に いては、 て表示しております。

し、 計 、 に いては、 合 に い、
を し 額を しております。

　

合 に ・ ・ を す あり、 合は に
、 す を っております。 に す は、 に が し

す 、 を しております。

金 計 は、 において 一 を な 額を して
っております。

りに いては、 に し 計 を して、 合が
な 金額を合 に っております。

し し、 りは な 合 を ます。よって、 に
が 金額が り なっ 場合には、 計 において す

金 金額に な を があります。

ま 、 により、 率が 場合には、 計 において す
金 金額に な を があります。

計 りに す

金
計 に計 し 金額　 金 　 金

計 り に す に す

計 に計 し 金額　 　
計 り に す に す

に が す 場合には、 ・
額を比 す により、 に いて を しております。
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は な 合 を 、 計 に
な を があります。

金
計 に計 し 金額　　 金　

計 り に す に す
　

に 単位 あ ・ 単位に いては、 ま は
・ し ・ を して
単位 しております。

、 において、 ・ に いては、 に し
計 を して しており、 計 ・ 、 率 に いては、一

を して しております。

表に す

に 額を し 場合にお 額
額 してい 額は あり、 は、 おり

す。

　　 　 　　　　 　 　　 　
　　 　 　　 　

な 計 に に す 金 計 金 に して
おります。
　 な

な は、 にお し あります。 に
お し は、 を に し、 しております。
　 に 計 に

により、 りに い が し 場合は、 に 計 に
お 金に な を す があります。

合 ま に
額 合計額

　 、 に 額は 、 額は す。
なお、 に は、 、 、 て

により に ってい に す に す。
ま 、 は、 が には っていない 、 が し、
に っ りが ない い に
を 。 す。

　 、 はありま 。 額はありま 。
なお、 は、 は が してい 金

に に しない す。
ま 、 は、 は を を して、金 、

い 、 、 に な を っ 金
に 、 に しない す。

に 、 、 合計額は
す。

なお、 に 額は、 金 金額 す。

に してい

金 を に、 金 を 金 に
に、 金 を 金 に に しております。

によ に す 金 金
　 に す 金 額　
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場　 　 　

　　　 　　 　 　　
　　　

合　　計 　　

に す に

に す に す 一
を す に 、 を い、 額に いては、 額に 金

額を に 金 して に計 し、 を し 金額を 額金
して に計 しております。

を っ 　　
を っ にお 合計額が 額

合計額を 金額　　　
に

合 は、 を 単位 して を し 、 に いては、
を に し、 に いては を

単位 しております。
ま 、 し ・ を ない 、 ・ に

してい 、 、 ・ は 合 しており、 、
、 、 は しております。

金 に す

　 に を計 し は、 り す。

に っ

に す に 、
に いて は に てい

額 に合 な を って い しまし 。

計 に す

に す

　 を し を し は

あ 、 額 し 額を して い しまし
。

　 金額に いて、 に計 し 金額 な

金 に す
金 に す

合は 合 っ 金を に、 合 な 、 っ
金を 合 合 てい 、 な によ を って

おります。
　ま 、 金を に を っております。

に 切 額

　 には、 に 切 により、 が ま ています。

　 額
、 額に いては 額を しており、

は に いては 額に しております。

ＪＡなめがたしおさい REPORT

121



ＪＡなめがたしおさい ＲＥＰＯＲＴ

グループの概況

　 金 に

　 場

合 は、金 、 な 場 を に す により、
を っております。 、 を し

を に、 ・ 金 な を し、金 に に な
に ております。

り 、 に いては、 場 しな 合
な を し、 において を に、 す

を に して、 な を っております。 は、
し な に 、 を っておりま
す。 が っ に いては が 切な を ってい し に

を い に しております。
場 に

合 してい 金 はす て 金 す。 合において、 な
あ 金 を 金 は、 金、 金、 に

してい 、 金 す。
合 は、 金 金 に いて、 金 合 な を い

額を、金 にあ って に しております。
金 す て が一 あ し、 、 な 金 が し

し 場合には、 が す しております。
額は、金 を が一 場合を しており、金 を

しておりま 。
ま 、金 合 な を が 場合には、 額を が が

います。

合 は、 金 り に いては、 ・ に いて 金計 を し、 な
に ております。ま 、 場 に いては、 を な 位 、

に な 金 を し 、 な に を っております。

金 に す に いて

金 に を には、 場 に 額 、 場 がない場合には合
に 額 に 額を が ま ております。 額 においては一

を してい 、 な によっ 場合、 額が な います。

合が す 金 は、 して 合 合 に す 金 あり、 金
は、 合 によって に ております。
ま 、 は、 に あり、 しております。 は

、金 場 に ております。

金 に
　

　 合は、 は に いては において を しております。ま 、
に いては、 に を し を りなが 、 を っておりま

す。 にあ っては、 ・ な により を に、
な な を て、 を っております。 において ・ を

、 を に っております。 に いては ・ を ・ し、
に り おります。ま 、 、 金に いては ・ に

額を計 し、 に ております。

金
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単位
表 額

計 額

単位

金

計

　

金
金

　 金

計

金 に す
金 表計 額

　 にお 表計 額、 額は、 おり す。

金

　 金

満 ない 金に いては、 は 額 してい 、 額によっております。満
あ 金に いては、 に に、 あ 金

　 い り い を に 金額 して しております。

金に す 一 金 金を しております。

金 に い

金に いては、 に 場合 額 額 を なしております。ま 、
金に いては、 に に、 ・ を あ
り い を に 金額 して しております。

　
　 に いて、 に いては、 な 場にお 場 を しています。

　 金

金 、 金 によ は、 場金 を す 、 が
なっていない り、 は 額 してい 額によっております。
一 、 金 によ は、 金 に に、 金 合計額を
あ り い 額 金を して に 金額 して しております。
なお、 てい ・ を し に いて、 額 金を し 額

を に 金額 しております。

場 ない は おり あり、 は 金 には ま ておりま
。

　 金

表計 額

合計

　なお、 場 ない は、 表には ておりま 。
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グループの概況

金

満 あ

金

合計

金 　　　
合計

単位

表 額
計 額

計

計

金 満 あ 額

単位 　　

金 、 金に いては に ております。

単位 　　

金 、 を に いては に ております。ま
、 ない場合は に ております。

金 、 ・ を し は が ま な
い 、 ておりま 。

額

合計

　 あ
において、 、 表計 額 額に いては、 おり

す。

額に 金 を 額 を 額金 に計 し
ております。

に す

額に す は おり す。

表計
額が を

表計
額が を

ない

に
　 してい

　 にあて 、 に 、 一 金 を しております。ま 、
に 、 に 一 にあて 合 合 によ
金 に 一 によ 金 を しております。

に し はありま 。

において、 が なっ はありま 。

において、 を っ はありま 。

に す
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グループの概況

　なお、 金 計 に、 に 合 額を す
を い を しております。

　 金 表

　 金 表に計 金 表
　 　　　　　　　　　　　　
　 金 　　　　　　　　　
　 金 　　　　　　　　　
　未 　　　　　　　　　　

にお 金　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　

額　　　　　　　　　 　
金 金　　　　

金 金　　　　
にお 金　　　　　　

金 額

には、 金 合 合を
合 を す に 、 合 合 が

金 に す に て し 金 を て計 しております。
なお、 合より示 にお ま 金 額は、

なっております。

計に す

　 金　　　　　　　　　　　　

　 に す
　 　　　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　 　

金　　　　　　　　　　　　　 　
未 　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　
未 計 　　　　　　　　　　　　
未 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

金 金 は おり す。

　 金

金　　　　　　　　　　　　　　
金　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
金 計　　　　　　　　　　

額　　　　　　　　　　　
金 合計 　　　　　　　
金

合 なし 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
金　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

未 金 　　　　　 　　　　　　　
額金　　　 　　　

計 額 　　
金 合計 　　　　　　　
金 額 　　
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グループの概況

　 率
に 金 ない

金 に 金 ない
額

額

計 率

単位

に す

を す な
な 計 に に す 計 に 一 を してい 、

を しております。

率 率 な

な ・

　　 　　
　　 額　　
　　　　合　計　　　　　

に 表 にお 額
額

に

にお 額
　　　 計 額　　　　　　　
　　　 によ 額　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　　　　　　

合 は、 により ま に
す が しており、 によ に し より を計 してお

ります。

金額
　 りにあ り、 ま は 、 率は を しております。

に す 計 に
表に計 してい

単位

に す 計 に
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グループの概況

合は、 に して、 に 、 にお に を して
おりますが、 は 合が を す あり、 は しておりま 。
ま 、 が ない 、 を合 に が ま 。

、 に 合 を計 しておりま 。

金に
金に は、 し を 場合に、

に いて がない り、一 額ま 金を を す す。
に 未 は す。

表に計 してい
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単位
　　　　　

金
　 金
　 金

　　　　　 金 によ
金

　　　　　 金 によ
金

金
　 金

金
　　　　　 金
　　　　　 額金 によ
　　　　　 比率 によ

金 額
　　　　　 金
　　　　　 金
　　　　　 金
　　　　　 額金 によ
　　　　　 比率 によ

金

　 に 示 は、 において に 示 がない 、 合単
に 示 額 す。

．連結

１ ．

グループの概況
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単位
　　 　　

額

額

額

額

額

　　　　 にお 比率は、 なりまし 。

　　　　 は、 合 によっています。

　 によ 額　

計

　 は、 な により 比率を に し、
を に ・ に し

な を に、 しにより に
ています。

　

な が しお い 合

　

に に し 額

１１．連結事業年度の事業 経 等

グループの概況

連結 の の状況

連結 の状況
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単位 、

に

・ ・ に を 。
額 合計額

金 一 に を 。 額

金 額

金 額

額 額 額 に す
額 、 に 額に ま 額

、 により に 額に ま 額

に 額

に 額に 金 合計額

に い し に す 額

により 額 あって に 額

に 額

は に 合 額

、 に 額

、 金 金 額

、 金 額

、 金 額

に計 を 。 額

に してい 金 額

、 に 額を 額

、 ・ ・ に
額

　　　　　　

、一 金 額

、 金 額

額 、 に 額に ま 額

、 金 額

に 額

、 額

に ・ 額

、 に す 額

、 に す 額

によ に す を て
額 、 に 額に ま 額

に

の 事
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単位 、

　　　　　　

の 事

・

合 が を す 金 ・ 示
に しています。

は、 ・ 額 にあっては 、 金
に いては を、 ・ 額 にあ っては

を しています。
が す す て を 比して、 比率を計 しています。

に 額

、 金 一 に に 。 に す
額

、 ・ ・ に に
す 額

、 金 一 に に 。 に す
額

に 額

・ 額 額

比率

比率

額

・ 額 合計額

、 ・ ・ に に
す 額

、 金

に 額

、 金 に す に
す 額

・ 額 合計額

、 額 額 額
に 額

・ 額

、 により ・ 額に 額 合計額

、 に す 額

、 金 に す に
す 額

・ 額 合計額を して 額
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単位

・ 額 額 ・ 額 額

な

金

に す
に

金 は 合
合 に

に
ない に

を
を してい 金

に
に す

を
を していない 金

に
に 額を

に

・

金

未

によ

が

が

金 一 金

が

金

の 度 事

要 の の
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の 度 事

単位

・ 額 額 ・ 額 額

額 額

額 額

・

・
に す 額

額

合計 ・ 額

額

を す
計

・ 計・ 計

・
額を して 額

・
額を して 額

・ なし計 が

により ・
額に 額

金
に に

により ・
額に な っ 額

・ 額 には、 ・ 額を に しています。

は、 に てい ・ を をいい、 には 金 が しま

す。

は、 は が してい に 金

一 金 、 において ・ が になっ す。

は、 、 な が します。

は、 に を あ に し、 一

ま は を に す を す に す。

により ・ 額に は、 額金に によ ・ 額およ

に によりなお によ して ・ 額に し が します。

には、未 ・ ・ ・ して い は ・

額が ま ます。

は、 ・ 額 にあ って、 を しています。

・ 額を して 額

場合に 合計額

が あっ
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・ ・

金

・

・ ・ ・

標 事

事

比率 に ・ 額は 示に により
しています。ま 、 ・ にあ って、 ・

に り す は おり す。

・ に り す は によ
し、 は しない しています。

た た

お

の の概要

は、 を っていない 、 にお
は ていま 。

は、単 示 を い。
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単位

金 金

　

　

・

・ ・
・

・

金 ・

・ ・
・

・

計

に
す

に
す

な
い

　

計

計

ー ー 業 間 ー ーの

に す には、 な 、 ・ なし計 が に す 、

に す を に ・ 額を ます。

金 は、 金 、 ・ ・ を います。 は、 し

およ お に 、金 が を す をいいます。 金 には 額 ています。

は、 金 をいいます。

は、 は が してい をいいます。

事
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単位

単位

　

　

計

・
・ ・
・
・

金 ・
・ ・

・
・

　

計

金 額は 金 によ 額 金額を しております。

　 額

　
額

一 金

金

金額
額

金 額

額

額額

の の

業 の の の

事
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単位

あり なし 計 あり なし 計

計

の

に す には、 な 、 ・

なし計 が に す 、 に す を

に ・ 額を ます。

あり には ・ において を してい 、 な

し には ・ において を していない を しています。な

お、 は によ しています。

によって ・ を し に いては、

・ によって 計しています。ま 、 によって ・ を し に いて

計 しています。

には、 に 、 して い ま は ・

額に 、 な に な ・ を し

があります。

事
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単位

金

が

金 一 金

合計

金
・

金
・

ー ーの

は、 に てい ・ を をいい、

な しては 金 が します。

は、 は が してい

に 金 一 金 、

において ・ が になっ す。

は、 に を あ

に し、 一 ま は を に す を す に

す。

には、 金・ ・ ・

・ ・ 未 ・未 ・

が ま ます。

・ は、 を に、 を

し い い を し い り

を 、 に ・ な が し 場合に い が

り に 一 金額を す をいいます。

の の概要

事

比率 にあ って、 を 比率 におい
て ています。 、 は、

に て っています。 は、単 示
を い。
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　 す は いま 。

　 す は いま 。

間 の の 事

ー ー 事

ー ル 事

おい ＪＡ
た い た い た
し い ＪＡ

さい

ー ル の の概要

の ー ー 事

おい ＪＡ た い た
い た し い ＪＡ

さい

の ー ー の の概要
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単位

表
計 額

額
表

計 額
額

場
場

合計
額 は、 あ は 、 ない は 表計 額 合計額 す。

単位

額 額

単位

単位

を す

を す

を す

を す

を す

の ー ーの連結

の ー ーの

連結 連結 な の
（ の の 等）

連結 連結 な の
（子会社 連会社 の 等）

の ー ー 事

の な ー ー 事
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単位

金
金

額

金

事

事

金 は、 金 に により

っています。 金 は、単 示 を い。

の の概要
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　 な に いては、 切に ・ ております。

な が しお い 合
表 合 　

は、 ま に
　 に し 、 表 に す す て な において、
　 合 に に表示 てい を い しまし 。

を にあ り、 表が に が 、 に
　　 してい を しております。

　 し が 切 ・ を して
　　おり、 な に いては に 切に ております。

　 が 、 が 切に を す が て
　　おります。

　 表、 計 、 金 計 表は、
合 に 、 り を ております。

会 の

等の

の の の経営 の
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農協法による開示基準対比での掲載ページは以下のとおりです。

【単体情報】
＜法定開示項目（農業協同組合施行規則第２０４条関係＞

開示基準項目 掲載 ページ

１．概況及び組織に関する事項
○業務の運営の組織
○理事及び監事の氏名及び役職名
○会計監査人の名称
○事務所の名称及び所在地
○特定信用事業代理業者に関する事項

２．主要な業務の内容
３．主要な業務に関する事項

○直近の事業年度における事業の概況
○直近の５事業年度における主要な業務の概況

・経常収益（事業の区分ごとの事業収益及びその合計）
・経常利益
・当期剰余金
・出資金及び出資口数
・純資産額
・総資産額
・貯金等残高
・貸出金残高
・有価証券残高
・単体自己資本比率
・剰余金の配当の金額
・職員数

○直近の２事業年度における事業の概況
＜主要な業務の指標＞

・事業粗収益及び事業粗利益率
・資金運用収支、役務取引等収支及びその他事業収支
・資金運用勘定及び資金調達勘定の平均残高、利息、利回り及び総資金利
　ざや
・受取利息及び支払利息の増減
・総資産経常利益率及び資本経常利益率
・総資産当期純利益率及び資本当期純利益率

＜貯金に関する指標＞
・流動性貯金、定期性貯金、譲渡性貯金その他の貯金の平均残高
・固定金利定期貯金、変動金利定期貯金及びその他の区分ごとの定期貯金
　の残高

＜貸出金等に関する指標＞
・手形貸付、証書貸付、当座貸越及び割引手形の平均残高
・固定金利及び変動金利の区分ごとの貸出金の残高
・担保の種類別の貸出金残高及び債務保証見返額
・使途別の貸出金残高
・主要な農業関係の貸出実績
・業種別の貸出金残高及び当該貸出金残高の貸出金の総額に対する割合
・貯貸率の期末値及び期中平均値

＜有価証券に関する指標＞
・商品有価証券の種類別の平均残高
・有価証券の種類別の残存期間別の残高
・有価証券の種類別の平均残高
・貯証率の期末値及び期中平均値

法定開示項目掲載ページ一覧
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法定開示項目掲載ページ一覧

開示基準項目 掲載 ページ

４．業務の運営に関する事項
○ 理の体
○法 の体
○中 業の経営の 及び地 の 性 の の取組の 況
○ に掲 る 合の区分に 、そ に定 る事項
＜指定信用事業等 関 存在する 合＞

・手 実施基本 する る当該手 実施基本 の 手 で
る指定信用事業等 関の商 は名称

＜指定信用事業等 関 存在 な 合＞
・ 情 理 及び の内容

５．組合の直近２事業年度における 産の 況
○貸 対 、 益計 書及び剰余金 分計 書 は 理計 書
○債 等の に掲 る のの額及びその合計額

・ 債 及び に準 る債
・ 債
・ 以 債
・貸出条 債
・ 常債

○自己資本の 実の 況
＜自己資本の 実の 況に関する開示項目＞

定性 開示事項
・自己資本調達手 の概要
・組合の自己資本の 実度に関する 価 法の概要
・信用 に関する事項
・信用 減手法に関する 理の 及び手 の概要
・ 商品取引及び 期 期間取引の取引 手の に関する
　 理の 及び手 の概要
・証券 ージ ーに関する事項
・ ペ ー ・ に関する事項
・出資等 ージ ーに関する 理の 及び手 の概要
・金利 に関する事項
定 開示事項
・自己資本の に関する事項
・自己資本の 実度に関する事項
・信用 に関する事項
・信用 減手法に関する事項
・ 商品取引及び 期 期間取引の取引 手の に関する事項
・証券 ージ ーに関する事項
・出資その他 に類する ージ ーに関する事項
・ ・ の な 計 は信用 ・ の な 計
　 用 る ージ ーの額
・金利 に関する事項

○ に掲 る のに関する取 価額 は 価額、 価及び 価 益
・有価証券
・金 の信
・ 取引
・金 等 取引
・有価証券関 取引

○貸 引当金の期末残高及び期中の増減額
○貸出金 の額
○会計監査人の監査

○ 本 の る信 に係る貸出金の 産 債 及び に準 る債
、 債 、 以 債 びに貸出条 債 の額・合計額・ 常債 の

額
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【 情報（組合及び 会 等）】
＜法定開示項目（農業協同組合施行規則第２０５条関係）＞

開示基準項目 掲載 ページ

１．組合及びその 会 等の概況
○主要な事業の内容及び組織の
○組合の 会 等に関する事項

・名称
・主 る営業所 は事務所の所在地
・資本金 は出資金
・事業の内容
・ 年

・組合 有する 会 等の の総 主、総 員 は総出資者の に
る割合

・組合の１の 会 等以 の 会 等 有する当該１の 会 等の の総
主、総 員 は総出資者の に る割合

２．組合及びその 会 等の主要な業務
○直近の事業年度における事業の概況
○直近の５ 会計年度における主要な業務の概況

・経常収益（事業の区分ごとの事業収益及びその合計）
・経常利益 は経常
・当期利益 は当期
・純資産額
・総資産額
・ 自己資本比率

３．直近の２ 会計年度における 産の 況
○貸 対 、 益計 書及び剰余金計 書
○貸出金の に掲 る のの額及びその合計額

・ 債 及び に準 る債
・ 債
・ 以 債
・貸出条 債
・ 常債

○自己資本の 実の 況
＜自己資本の 実の 況に関する開示項目＞

定性 開示項目
・ の に関する事項
・自己資本調達手 の概要
・ ー の自己資本の 実度に関する 価 法の概要
・信用 に関する事項
・信用 減手法に関する 理の 及び手 の概要
・ 商品取引及び 期 期間取引の取引 手の に関する
　 理の 及び手 の概要
・証券 ージ ーに関する事項
・ ペ ー ・ に関する事項
・出資その他 に類する ージ ーに関する 理の 及び手
の概要
・金利 に関する事項
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開示基準項目 掲載 ページ

定 開示項目
・自己資本の に関する事項
・自己資本の 実度に関する事項
・信用 に関する事項
・信用 減手法に関する事項
・ 商品取引及び 期 期間取引の取引 手の に関する事項
・証券 ージ ーに関する事項
・出資その他 に類する ージ ーに関する事項
・ ・ の な 計 は信用 ・ の な 計
　 用 る ージ ーの額
・金利 に関する事項

○事業の種類ごとの経常収益の額、経常利益の額及び資産の額

な お 農業協同組合
総務

　 行 地の
　　

　 年５ 　 行
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